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●

私の空間作法
─会員作品─
京阪電車 中之島線─新
線が拓く中之島新時代─

● 水の都 にぎ
わいのある未
来に向けて

● 東海─TOKAI
オムニバス

● 楽しい福祉 ● 体 感 する
インテリア

● 建築空間が
求める空気
環境（空気
質）

● 建築と水 ●実用レベル
で展開され
る施工管理
のIT化

●第56回
青年技術者

●地域の歴史
資産を活か
したまちづく
り

●第16回
会員作品特集
“私の空間作法”

●構造家日記
～頭の中を
のぞいてみ
たら～

2009

vol.90

● 創業110周
年記念特集
NIKKEN 
SEKKEI

● 建築とエコ
技術

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

● 食と建築・
都市

●ホスピタリテ
ィのあるケア
空間

● 太陽光発電 ● 建築と石 ●再生・受け
継ぐ・繋がる

●第57回
青年技術者

●建築ストック
社会の形成
への展望

● LED照明の活
用・将来を考え
る～人・地球へ
の思いやり～

●東京スカイツ
リー

2010

vol.91

● UR向ヶ丘第一団地スト
ック再生実証試験～ス
トック活用時代の夜明け
第17回　会員作品“私
の空間作法”

● BIMは設計
を変革する
か？

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

●まちなかの
サードプレイス

● 変遷する
“身の置きど
ころ”

● ECO～建築
設備が出来る
ECO技術～

● 建築と土 ●鉄道駅に注
目する

●第58回
青年技術者

●火災に強い
建築を考え
る

●コンクリートと
いう素材

●構造教育と
社会

2011

vol.92

（税込・送料別途）。



申込区分
（ 印） 　　□表彰式　　□講演会　　□懇親会

申込者氏名

ご連絡先住所 〒

ご連絡先TEL

青年技術者表彰式
菅野忠司氏講演会
懇親会

表彰式・講演会・懇親会FAX申込書

1建築と社会■2012.9

平成24年度
建築工事実務講習会

この講習会は、建築CPD情報
提供制度認定プログラムです。
㈳大阪府建築士会（ 7単位）
㈳日本建築家協会（ 6単位）

大阪府建築健保会館／
６階ホール

■大阪府建築健保会館
交通：地下鉄谷町線・中央線谷町
四丁目駅 8号出口より徒歩 5分

日　時：2012年12月 6 日（木）
　　　　9：00～17：30
会　場：大阪府建築健保会館
　　　　6階ホール
　　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定　員：100名（先着順）
受講料：15,000円（含テキスト代）
　　　　＊テキストは、当日配布

■申込方法
FAXまたはE-mailにて、
①催し名「講習会」
②受講者氏名（年齢）
③事業所名
④受講票送付先住所
⑤担当責任者
⑥電話番号
⑦受講料支払方法
⑧ CPDを申請される方は、申請先の
団体名と参加者ID
をお知らせ下さい。
受講料は、前納制となっておりますの
で、併せて銀行振込、郵便為替等で納
入して下さい。受講料入金確認後、受
講票をお送りいたします。
なお、当会HPからもお申込いただけ
ますので、http://www.aaj.or.jpをご
覧下さい。

■申込先
㈳日本建築協会編集事業課
〒540-6591
大阪市中央区大手前1-7-31
OMMビル7F
TEL：06-6946-6981
FAX：06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp
URL：http://www.aaj.or.jp

■趣旨と内容
● 本講習会は、建設業はもとより、官
公庁・設計事務所・設備会社など
幅広い分野の中堅以下の技術者を
対象としたものです。
● 現場実務の基礎である「施工計画」
と「仮設見積」に重点をおき、講義
します。
● 都市環境の変化に伴う法令・基準の
改正なども加え、技術の進歩に即応
した知識の習得をはかります。

＜取引銀行＞
●三井住友銀行
　大阪中央支店（普通№860034）
●三菱東京UFJ銀行
　瓦町支店（普通№210054）
●りそな銀行
　北浜支店（普通№272234）
●郵便振替口座　00910-9-39975

■科目・講師

施工計画
大村泰正　氏
清水建設㈱関西事業本部
生産計画部グループ長

清水健司　氏
㈱竹中工務店大阪本店
技術部副部長技術担当

施工計画は、品質を確保し、安全で
能率よく経済的に本体工事を進める
鍵をにぎっています。この講習会で
は、仮設から地下、躯体、仕上、設
備にわたり、適切な施工計画の要点
をわかりやすく解説します。

仮設見積
阪井　聡　氏
㈱大林組大阪本店

建築事業部生産技術部部長

仮設工事費は、非常に把握しにくい面
があって、ついつい単位面積当たり、
あるいは請負金比率のみで処理されが
ちです。施工計画に基づいた合理的で
迅速な見積り方法を解説します。

青年技術者表彰式
菅野忠司氏講演会
懇親会

日　時　2012年 9 月19日（水）
　　　　18：00～20：30

場　所　OMMビル2階 1号室

　　　　大阪市中央区大手前

　　　　1-7-31

第59回青年技術者として、このたび
18名が選考されました。本誌 9月号
に掲載しております。
この方々の祝福に併せて、記念講演
会並びに懇親会を下記により開催い
たします。
どなたでもご参加いただけます。多く
の皆様のご参加をお待ちしています。

■表彰式／18：00～18：30
■記念講演会／18：30～19：10
講　師　菅野忠司氏
　　　　鹿島建設㈱関西支店
　　　　建築設計部長
テーマ　 （仮題）「要求・欲求・探求」 

紙一重の自問自答
定　員　60名

■懇親会／19：20～20：20
参加者　 青年技術者、同選考委員、

青年技術者OB、協会役員
　　　　講師、会員、一般
参加費　2,000円
定　員　約60名

1957年　東京都生まれ
1982年　早稲田大学大学院建設工学卒業
現　在　鹿島建設㈱関西支店建築設計部長
●主な作品
大阪市立大学高原記念館（ＳＤレビュー2006））
虎屋京都工場（2009年日本建築学会作品選集、グッドデザイン賞ほか）
御座候　小豆ミュージアム（2009年姫路市都市景観賞）
アスビオファーマ本社研究所（2011年日経ニューオフィス推進賞）
大塚製薬㈱第十研究所（2011年日経ニューオフィス推進賞）

菅野忠司（KANNO TADASHI）

日本建築協会

会告



2

アイデアコンペ
「新ええとこ」
提案コンクール

リアルなコミュニ
ケーションを生む
「新ええとこ」を提
案して下さい。

どこに、どんな場所があり、どんな
使われかたをすると、まちに魅力が
増し、豊かなコミュニケーションが
生まれるでしょうか？
提案はその場所の空間デザインを提
案するものでも、あり方や運営に関
するものでもかまいません。もちろ
ん両方を含む提案も歓迎します。

コンクールの対象エリア
・具体的な場所を設定しても、しなくてもかまいません。
・具体的な場所を設定する場合は大阪市内とします。
・ 前回の「かくれたええとこ再発見コンクール」で見出された17カ所（日本建築協会のHPに掲載）の

どこかを対象にしてもかまいません。

提出物
・ A3判用紙 1 枚（紙質、紙厚自由）に文章、イラスト、写真、CG、模型写真。どんな表現でもどのよ

うな組合せでも構いません。自由な表現で提案してください。但し映像作品の場合は印刷して所定
の用紙内に表現してください。

・提案主旨のコメントは必ず書いてください。
・ その他の表現は自由ですが、主催者が必要に応じて通常のカラー（モノクロ）コピーできるものに

限ります。

応募資格
　資格制限なし

応募の締切り及び提出方法
　2012年10月31日（水）当日消印有効、持参は、当日17：00までとします。
　郵送、宅配便、持参いずれも可。
　送付先（問合せ先）：社団法人日本建築協会事務局（担当：片山）
　〒540-6591　大阪市中央区大手前1-7-31　OMMビル 7 階
　TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984

賞
　最優秀賞　 1 点　賞金10万円　　　優秀賞　数点　各 2 万円

審査員（順不同）
　岩崎美紀子（筑波大学人文社会系国際公共政策専攻 教授）
　橋爪　紳也（大阪府立大学21世紀科学研究機構教授・大阪府特別顧問・大阪市特別顧問）

質疑
　課題に対する質疑応答はいたしません。
　要項に規定する以外の事項に関しては応募者の自由裁量とします。

審査発表
　2012年11月末
　＊審査発表については、主催者ホームページ、日本建築協会会誌「建築と社会」等で公開
　＊表彰式および入賞作品展示会を大阪市内で実施（予定）

その他
・応募作品は原則として返却しません。
・ 著作権は応募者に帰属しますが、主催者が応募作品を公表・展示すること、および自治体に提案す

ることを応募者はあらかじめ許諾するものとします。
・ 応募者は応募にあたり、自治体に提案されたアイデアを実現する場合、主催者および自治体に対し

当該アイデアにかかる著作権につき使用を許諾するものとします。
・当該アイデアを実現する場合、提案者の氏名を表記するものとします。
・以下に該当する事が判明した場合は審査終了後であっても失格とし入賞を取り消します。
　 応募作品がすでに発表されたもの、または他の著作権者等が存在する場合。
　 応募内容等に虚偽の記載がある場合。
　 その他、本募集要項に違反する場合。
・ 個人情報につきましては、当協会の事業に関することのみに使用し、他の目的には使用いたしません。

※応募用紙は日本建築協会ホームページ（http://www.aaj.or.jp）からダウンロードできます。

募　集

日本建築協会

会告
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■特集予告
●10月号／超高齢社会に求められる住まい
●11月号／歴史的建造物の保存活用

特集●第59回青年技術者
■設計・計画部門―
海老原浩雄●ジオタワー高槻ミューズフロント 8
清原　健史●近畿大学 BLOSSOM CAFÉ、城南学園 第二学舎、自邸 9
倉橋　尉仁● 甲南女子中学校・高等学校「風と光と緑の学び舎」、関西大学北陽高中体育館 10
　　　　　　　「キャンパスイメージの一新」、弘善会矢木脳神経外科病院「まちとの境界をなくす」

小杉　嘉文●神慈秀明会名古屋支部、高田本山専修寺 高田会館ホール 11
榊原　洋平●京都市宇多野ユースホステル、広島修道大学新 3号館 12
野口　　伸●サンクタス六甲VIEWS－土地が持つ記憶の保存と転用－、シスメックス女子 13
　　　　　　　　陸上部独身寮－感性を育むデザインの追求－、桜宮公会堂再生計画－近代初

　　　　　　　　期における価値の再発見と再生－

福田　容明●TOKYO TIMES TOWER、大樹壮旧舘改修、奈良学園中学校・高等学校 14
真鍋　　翼●四国学院大学ノトス館－開かれた校舎による風景の創出－、近大姫路大学看 15
　　　　　　　　護学部棟－大学における人の居場所の創出－

吉永　規夫●樫野埼灯台旧官舎改修－いかに痕跡を残すか－、小さな屋根群の体験交流工 16
　　　　　　　　房－集落の中の建築－

■構造部門―
池内　邦江●都心型超高層免震集合住宅～都心居住のあるべき姿を構造的視点から追求する～  17
石田　　陵●構造要素の効果的な配置計画・隣接する免震建物の構造計画 18
西村京一郎●剛性が高い住居階と変形能力が高い事務所階のコラボレーション、広大な 19
　　　　　　　　2層無柱空間の実現／30m門型大架構を有する博物館

■設備部門―
大倉　栄志●阿部野橋ターミナルビル「日本一の超高層ビルでの先進的環境配慮計画」、  20
　　　　　　　　阪急西宮ガーデンズ「西日本最大のショッピングセンターのモール設備計画」

西山　史記●意匠・構造・設備計画の融合した「環境配慮型オフィス」の実践～焼津信用 21
　　　　　　　　金庫本部社屋～ 

■施工部門―
稲葉　吉亮●梅田阪急ビル建替工事（ 2期工事）の施工計画と実施 22
小野　孝一●転倒防止機構を備えた塔状建物対応型トラベリング工法の開発 23
高橋　智浩●BIM活用による設備生産プロセス改革をめざして－情報連携と可視化による 24
　　　　　　　　生産性向上への挑戦－

宮本　勇貴●ECMセメントを用いた地盤改良体の開発とプロジェクトへの適用 25

会告 平成24年度建築工事実務講習会．青年技術者表彰式・
菅野忠司氏講演会・懇親会､ 募集！アイデアコンペ
「新ええとこ」提案コンクール

1

作品作風 池田泉州銀行住吉御影支店 4

gallery 交野の庭●信原宏平 6

構造の頁 耐震天井の現状と展望●小林俊夫 26

法令コーナー 住まい・まちづくり教育プロジェクト－大阪府住ま
い・まちづくり教育普及協議会の取組み－●上木真理子

28

関西の建築界
群像

松原眞由美●奥　貴人 33

再読
関西近代建築

大美野田園都市●和田康由 29

information 近代洋画の開拓者　高橋由一．バーン=ジョーンズ展　
―英国19世紀末に咲いた華―．秋季特別展　土偶・コス
モス．特別展　ウクライナの至宝―スキタイ黄金美術の
煌き―．第5回サステナブル住宅賞 作品募集．平成24年
度「大阪府被災地危険度判定士講習会」

34

月間の動き 平成24年 7 月 36
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建　築　主　株式会社池田泉州銀行
設計・監理　大林組大阪本店一級建築士事務所
施　　　工　大林組

池田泉州銀行住吉御影支店
2010年末にオープンした夙川支店に続く阪神間の新規店舗であり、地域に溶け込んだ、
環境にやさしい銀行を目指した。
豊かな街路樹が立ち並ぶ山手幹線からの高い視認性の獲得、近隣との調和と配慮、ゆと
りある駐車場の確保が求められた。そこで、夙川支店と共通する『庇』『白いパネル壁』

『ガラススクリーン』『緑』といった要素・デザインボキャブラリーを発展させ、この
地にふさわしい上質さと端正さを表現することを意図した。
2 階のボリュームを山手幹線に面して張り出すことで、駐車場のエントランスゲート
としての機能を果たすとともに、街路樹の合間から顔をのぞかせるアイキャッチとな
ることを意図している。この跳ね出したボリュームは、西隣のレストランと連続する
伸びやかな水平ラインを強調したまちなみを生み出している。また、地域に開放する
セミナー室を視認性の高い南西角に配し、その光景をガラスカーテンウォール越しに
表出させることで、積極的に地域につながる銀行の姿勢を効果的に発信している。一方
で、敷地中央に設備機器置場を集約し、近隣住宅側に天井高の低い後方諸室を配置
してボリュームを抑えるなど、近隣への配慮を行った。壁面緑化と緑化舗装ブロック
が施された駐車場は、西隣レストランの駐車場と連続した空間の広がりを確保すると
ともに、周辺の緑とのつながりを生み出している。
また、東日本大震災後のさらなる省エネに対する意識の高まりを受け、運用面の工夫
を含めて電気使用量を従来店舗と比べて30％削減することを目指し、南面カーテン
ウォールのダブルスキン化、全照明のLED化とともに、屋上にシート防水一体型太陽光
発電を採用した。
住吉御影支店が、地域との連携強化や環境配慮を積極的に進める銀行のイメージ向上
に寄与するとともに、地域の一員として長く愛されることを期待している。

（井上雅祐・伊藤翔／大林組）

所 在 地―神戸市東灘区住吉本町
敷地面積―912.31㎡
建築面積―536.43㎡
延床面積―864.49㎡
構造規模―S造、地上 2階
工　　期―2011年 9 月～2012年 7 月
最 寄 駅―JR住吉駅
撮　　影―河合止揚（アトリエリベラ）

駐車場

2F ギャラリー

1F ロビー

全景

2F セミナー室



住宅地内の新築住宅にて、門から玄関に至るアプローチ庭空間を設計、施工した。既存の建築
は天然素材を用いた優しさを感じさせる日本的な住宅であったため、庭も同様に伝統的な庭の
手法をベースとしながらも、現代の解釈でこの住宅に合う明るい和の庭を提案しようと考えた。
割栗石を用いた荒い表情の水面、その中の浮島、玄昌石のアプローチ橋で、限られたスペース
の中に、水、山、橋を表現した。すでに施工されていた接道部のレンガ透かし積みを島の中に
取り込み、あたかも庭が外へと滲みでているような地形とした。樹木は落葉樹を主体に構成し、
花木もあわせ季節の移ろいがはっきりとわかることで、一年を通し表情豊かな庭とした。

信原　宏平（のぶはら　こうへい）

1971　兵庫県生まれ
1994　鳥取大学工学部
　　　社会開発システム工学科卒
1994-2002　空間創研
2002　wa-so design　和想　設立

http://www.wa-so.jp

企画編集　稲垣和江（作品作風小委員会）

交野の庭
ランドスケープ･造園／設計･施工

信原 宏平

奥へ抜ける動線になる飛石。苔の中のアクセント
としての役割も担う。

升瓦を並べていくつかに苗を仕込んだ。やがて
芽が出ると花器のような役割を持つ。



青年技術者選考委員会
選評

　　選考委員長　米井　寛

ずぜ歳͂いう年齢͉Ȃ大学ͬ卒業し̀

̤͢そじす年Ȃ先達̥ͣ技術͞思想ͬ

学͍̾̾Ȃ自ͣ考え表現しȂ自身̦

プロΐͿ·ト͈枢要̈́役割ͬ担うこ

̧̦͂́始͛ͥ年齢́あͧう͂思い

͘すȃコンβ͞プロεーΎル͈͒挑

戦Ȃ·ρͼͺント͞様々̈́関係者͂

͈濃密̈́関わͤ̈́̓Ȃ成功も失敗も

含̹͛建築͂いう仕事͈様々̈́側面

ͬ一通ͤ経験し̹́あͧう年齢́も

あͤ͘すȃ青年技術者選考͉Ȃこ͈

͢う̈́年齢͈ȂέτΛΏν̥́̾今

後͈̯ͣ̈́ͥ成長̦期待̯ͦͥ成果

ͬ有し̹技術者ͬ顕彰すͥも͈́すȃ

第ぜだ回ͬ迎え̹今年͈青年技術者選

考͉ͅȂじだ名͈応募̦あͤ͘し̹ȃ

例年ͤ͢少̈́い応募者数́し̹̦Ȃ

各組織̦応募者ͬ絞̽̀いͥ͢うͅ

も見受けͣͦȂし̥もȂ応募者͈プ

τゼンテーΏοン͈τベル͉総̲

̀高くȂいわ͊少数精鋭ͬ対象͂し

̹選考͂̈́ͤ͘し̹ȃ選考上͈εͼ

ント͉Ȃ本人̦紹介すͥプロΐͿ·

ト̓ͅこ́͘主体的ͅ関与し̀いͥ

̥Ȃ̹͘Ȃ本人͈プロΐͿ·トͅ対

すͥ取ͤ組͙姿勢͞将来͈͒展望̦

的確ͅ表現̯ͦ̀い̥ͥȂ͂いう点

ͅあͤ͘すȃ計画・設計Ȃ構造Ȃ設

備Ȃ施工͈各分野́慎重ͅ選考し̹

͂こͧȂじた名͈方̦上記εͼントͬ

·ςͺし̀いͥ͂評価̯ͦȂ選出̯

ͦ͘し̹ȃ

選出者͈顔͉͐ͦȂ組織事務所͞大

手建設会社ͅ属すͥ方̦大半́あͥ

͈͉従来̤̓ͤ́す̦Ȃ今年͉ͺト

ς΀事務所ͅ属すͥ方̦選出̯ͦ͘

し̹ȃͺトς΀事務所͈場合Ȃ本人

͈関わ̦ͤ見えͅくい͂こ̦ͧあͤ

͘す̦Ȃ今年͉応募者本人͈関わͤ

͞意志̦十分表現̯ͦ̀いͥ͂こͧ

̦評価̯ͦ͘し̹ȃ

現在͈建築界͉Ȃ停滞すͥ経済環境

͈̥̈́Ȃ安全・安心͈͒取ͤ組͙Ȃ

地球環境͈͒配慮Ȃ少子高齢化͈͒

対応̈́̓様々̈́課題ͅ直面し̤̀

ͤȂ̹͘Ȃ技術者個人͈倫理観も問

わͦ̀い͘すȃし̥しȂこうし̹状

況ͅ臆すͥこ͂̈́くȂ若̧青年技術

者̹̻̦Ȃす̪̹ͦ都市環境・地域

環境͈創造͚ͅけ̹不断͈取ͤ組͙

̯ͬͦͥこ͂ͬ期待し͘すȃ皆̯ͭ

͈ぜ年後じし年後͈活躍ͬ建築界全体

́見守̹ͤい͂思い͘すȃ

■設計・計画部門／応募者そ̸ͦͦ

̦Ȃ個人͈顔̦͢く見えͥプτゼン

テーΏοンͬし̀い̀Ȃȶ建築ͬ通

し̀社会ͅ貢献ͬすͥȷ͂いう応募

主旨ͬȂ日々格闘し̦̈́ͣ目指そう

͂すͥ姿̦高く評価̯ͦȂ今年͉Ȃ

結果͂し̀全員合格͂̈́ͤ͘し̹ȃ

そ͈応募内容̥ͣ印象ͅ残̹̽熱い

思い͞活動ͬ紹介し͘すȃ施工会社

̤ͅけͥ大規模建築̤ͅい̀もȂ手

作ͤ感͈あͥ個人̦見えͥ作品作ͤ

͞Ȃζΐοςテͻͅ疑いͬ持̻不合

理́見過̧̮̯̹ͦ̀価値ͬ再発見

し̀いͥ内容ȃͺトς΀̥͉ͣȂς

΍ーΙ̥ͣ設計͈実務́͘片腕͂し

͈̀苦労ͬ個人͂し̀感̲取ͥこ͂

̧̦́ͥ内容ȃ̹͘組織事務所̥ͣ

͉Ȃ困難̈́仕事こそ覚悟ͬ決͛̀す

͊͞く立̻向̥い̦̈́ͣȂ対話ͬ重

視し̹設計姿勢̦͢く̲͙ͅ出̀い

ͥ内容̦̈́̓あͤ͘し̹ȃそ̸ͦͦ

̦Ȃ建築家͂し̀Ȃ巣立̻始͛̀い

ͥこ͂ͬ強く感̵̲̯̀くͦͥ内容

ͬ読͙取ͥこ̧̦͂́͘し̹ȃ

私達も建築ͬ通し̀自己実現ͬすͥ

こ͂͂Ȃそ͈結果͈作品̦社会͒貢

献すͥこ͂̈́ͥͅこ̦͂Ȃ究極͈姿

͂思い日々作品創ͤͅ取ͤ組̧ͭ́

̀い͘す̦Ȃ今回選出̯̹ͦ方々̦Ȃ

自͈ͣ建築͈͒夢ͬ実現すͥ真͈自

͈ͣ作品ͬȂ社会ͅ貢献̧́ͥ作品

͂し̀創ͤ上̬ͥこ̧̦͂́ͥこ͂

ͬ期待し̀い͘すȃȪ川原村勝幸ȫ

■構造部門／今年度͉構造部門͈͒

応募̦ず編͂少̥̹̈́̽ȃそͭ̈́中

́Ȃ応募者͈プロΐͿ·ト͈͒関与

度Ȃ取ͤ組͙姿勢Ȃ与条件ͅ対すͥ

解͈ͬ̓͢うͅ導̧出し̀い̥ͥͬ

中心ͅ審査ͬ行̹̦̽Ȃい̴ͦもτ

ベル͈高い作品́あͤȂ一定水準ͅ

達し̀いͥず編すべ̀ͬ入選͂し̹ȃ

応募作品ͅ免震Ȃ制震構造͈採用事

例̦多い͈͉最近͈傾向́もあͥ

̦Ȃい̴͈ͦプロΐͿ·ト̤ͅい̀

もȂΩριトςΛ·スΗΟͻ等͢ͅ

ͥ定量的̈́分析ͬ行いȂ柔軟̈́思考

́工夫ͬ重͇̦̈́ͣ課題ͬ·ςͺし

̀いく姿勢͉好感̦持̀ͥȃ̹͘Ȃ

スキΛプコρθȂ靱性・強度志向型

架構͈重層化ȂワͼΡτンΐ免震Ώ

ステθ̈́̓Ȃ個々ͅ新しい発想Ȃ着

眼点ͬ加え̦̈́ͣ最適解ͬ出しȂひ

͈͂̾建築作品͂し̀昇華̵̯̀い

ͥ点ͬ評価し̹ȃ

̹̺Ȃず編͂も複数͈作品́応募̯

̤ͦ̀ͤȂ若干Ȃ設計概要ͅ終始し

̹感̦あͥȃ欲ͬいえ͊Ȃ意匠Ȃ設

備Ȃ̯͉ͣͅ施工͈͂協働͈中͈́

葛藤Ȃ苦労̈́̓Ȃ詳しい説明̦聞̧

̹̥̹̽͂こ͉ͧ́あ̦ͥȂ将来有

望̈́青年技術者͂し̀Ȃこ̥ͦͣも

コηνΣΉーΏοンͬ大切ͅし̦̈́

ͣȂ真摯̈́姿勢́構造設計ͅ取ͤ組

ͦͥ͘こ̤̤͂ͬいͅ期待し̹いȃ

Ȫ山浦晋弘ȫ

■設備部門／本年͈設備部門͈́応

募͉す件Ȫ応募資料͈内容̥ͣȂず

件中一件ͬ他部門́審査ȫ́あ̽

̹ȃ審査͈εͼント͉Ȃ内容̦一定

͈τベル以上́あ̥ͥȂ応募者̦主

体的̥̥ͅわ̽̀い̥ͥȂ将来的̈́

可能性ͬ示し̀い̥ͥͅ加えȂ設計

者̦自分͈言葉́自分͈考えͬ示し

̀い̥ͥͬ注視し̹ȃ

昨今͈社会情勢̥ͣȂ地球環境ͅ配

慮し̹建物͈́設計案件͈́応募͂

̤̈́̽̀ͤȂそ̸ͦͦ特徴͈あͥ計

画内容̦目ͬ引い̹ȃ施設͈ロΉー

ΏοンȂ用途Ȃ規模ͬ理解しȂ適切

̈́省΀ネ・低炭素化手法ͬ自͈ͣ意

思ͬ持̹̽創意工夫ͬ行̽̀いͥ͢

う́ȂΏステθ・手法͈実測͞Ώ

ηντーΏοンͥ͢ͅ検証ͬ行̽̀

いͥȃこ͈検証͉Ȃ竣工時期͈関係

もあͤ未実施Ȃあͥい͉不十分̈́部

分もあͤȂこ͈点͉́継続し̹更̈́

ͥ努力ͬ期待しȂ̹̤͘願いし̹いȃ

̹͘Ȃ設備部門͈応募資料͉ȂȨ融

合ȩȂȨΨρンスȩ͂いう言葉̦共通

し̀見̯̹ͦȃこ͉ͦ設計者Ȃ設

備設計者͂し̀重要́あͥも͈͈Ȃ

尖̹̽考え̦技術͈進歩ͬ生͚こ͂

も忘ͦ̈́い͢うͅし̀い̧̹̺̹

いȃく高山ȁ真ぐ

■施工部門／施工部門͉́Ȃ̴͘建

設業界́も話題͂̈́̽̀いͥどばMͬ

活用し̀Ȃ設備生産プロΓス͈改革

ͬ目指す試͙̦あ̹̽ȃ施工前ͅ設

備各社͈協力ͬ得̦̈́ͣȂ設備工事

情報ͬず次元ΟーΗ化しȂ統合し̀

いく過程ͅ自ͣ加わͤȂ顧客͞設計

ͅそ͈過程͈見えͥ化ͬ図̽̀情報

ͬ共有し̀いく過程͉ͅ迫力̦あ̽

̹ȃ今後͈展開ͅ期待し̹いȃ͘

̹Ȃ昨今͈時代ͬ反映し̹環境負荷

低減ͅ貢献すͥ材料ͅ着目し̹事例

̦目立̹̽ȃなぶす削減ͅ寄与すͥ材

料ͬ積極的ͅ採用しȂ所定͈品質͞

施工性ͬ事前検討し̀確保し̹上

́Ȃ実際͈工事ͅ適用し̀実証し̀

いく͂いうȂプロΓス全体ͅ積極的

ͅ関わ̽̀いこう͂すͥ意欲̦伺え

̹ȃこ͈͕̥Ȃ建設工事ͅ伴う施工

計画上͈様々̈́工法提案͈事例́

͉Ȃ通常͉͂違う施工条件ͅ直面し

̧̹͂Ȃ͈̓͢う̈́具体策ͬ立案し

実行し̀いく̥͂いうȂ技術者͂し

̀最も̦ͤ͞いͬ感̲ͥ内容́あ̽

̹ȃ現実ͅ施工可能͂̈́ͥΘͼ΢

ηΛ·̈́工法̥ͣης単位͈細̥̈́

Οͻテール́͘Ȃ悩͙抜い̹発想ͬ

基ͅ立案し̀形ͅし̀い̧Ȃ実証し

̀いく過程͉読ͭ́い̀頼もしく思

え̹ȃȪ阪井ȁ聡ȫ

特集●第59回  青年技術者
■設計・計画部門─

海老原浩雄 大林組

清原ȁ健史 安井建築設計事務所

倉橋ȁ尉仁 東畑建築事務所

小杉ȁ嘉文 竹中工務店・名古屋

榊原ȁ洋平 日建設計

野口ȁȁ伸 竹中工務店

福田ȁ容明 鹿島建設関西支店

真鍋ȁȁ翼 昭和設計

吉永ȁ規夫 本多 環境・建築設計事務所

■構造部門─

池内ȁ邦江 竹中工務店

石田ȁȁ陵 大林組

西村京一郎 日建設計

■設備部門─

大倉ȁ栄志 竹中工務店

西山ȁ史記 日建設計・名古屋

■施工部門─

稲葉ȁ吉亮 大林組

小野ȁ孝一 竹中工務店

高橋ȁ智浩 竹中工務店

宮本ȁ勇貴 竹中工務店・広島

部門別ぜし音順

応募の状況と結果

部門 応募数 入選数

設計ノ計画 だ だ

構造 ず ず

設備 す す

施工 ぜ せ

第59回青年技術者選考委員
米井　　寛／東畑建築事務所大阪事務所副所長

吉岡　聡司／大阪大学大学院工学研究科

　　　　　　地球総合工学専攻キャンパス地域

　　　　　　デザイン研究室助手

川原村勝幸／安井建築設計事務所設計部長

八木　康行／ステュディオエイトアーキテクト代表

高梨雄二郎／ 竹中工務店プロジェクト開発推進本部

副本部長（西日本担当）

山浦　晋弘／安井建築設計事務所構造部長

桑原　　進／大阪大学大学院工学研究科

　　　　　　地球総合工学専攻准教授

高山　　真／日建設計設備設計部門設備設計部長

井村　　隆／清水建設関西事業本部

　　　　　　設備設計部設計長

山辻　直樹／大成建設関西支店

　　　　　　建築部購買管理室課長

阪井　　聡／大林組大阪本店

　　　　　　建築事業部生産技術部部長
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設計・計画部門

海
え

老
び

原
はら

浩
ひろ

雄
お

生年月日　1977年 9月千葉県生まれ
最終学歴　2003年早稲田大学大学院
　　　　　理工学研究科建設工学
　　　　　専攻修了
業務経歴　2003年㈱大林組入社
　　　　　現在、東京本社設計本部
●担当した主なプロジェクト
2004年　 キヤノン下丸子先端技術研

究棟
2005年　キヤノン下丸子新開発棟
2007年　池田銀行彩都支店
2008年　大和工業宮田社宅 新築工事
2009年　大阪府警察寝屋川待機宿舎
　　　　建替整備等事業（Ⅱ期工事）
2010年　ジオタワー高槻
　　　　ミューズフロント

■青年技術者のことば

建築̦建̻上̦ͥ以前ͬ想うこ

͂Ȃ建̻上̦ͥ過程ͬ想うこ͂Ȃ

建̻あ̦̹̽そ͈後ͬ想うこ͂ȃ

時間͈流ͦͬう͘くコントロール

しȂ建築͈設計ͅ生̥すこ͂̽̀Ȃ

ひ͈͂̾拠ͤ所͂し̀頼̦ͤい͈

あͥ指針͈͉͂̈́ͥ́̈́い̥ȃ現

在Ȃ入社し̥̀ͣじし年目̈́ͥͅ

̦Ȃいく̥͈̾業務ͬ通し̹体験

͈元Ȃ徐々ͅこͭ̈́思いͬ抱く

͢う̹̈́̽ͅȃ̾ͤ͘Ȃȶ時間ͬ

扱い空間ͬ創造すͥ事ȷ͂́も言

え͢う̥ȃ単ͅ空間ͬ提供す̺ͥ

けͅ終始す͈͉ͥ́̈́くȂそ͈過

程・脈略・前後ͬ想うこ͂ͬ通し

̀環境ͬ構築すͥこ͂ȃこ͈͢う

̈́考えͅ至̹͈͉̽Ȃゼネコン͈

設計部ͅ属しȂ造ͤ方͈考察ͬも

加え̹空間͈立̻上ͥ様̾ͅい̀

身ͬも̽̀体得し̀こ̹ͣͦ事も

大いͅ関係し̀いͥ͂思うȃ

庭師̦樹木ͬ剪定すͥ時Ȃ仕上

̦̹̽瞬間͉ͅ貧相̈́庭ͅ見え̀

し͘う事̦あ̦ͥȂし̥しそ͈樹

木͈生長ͬベースͅȂ͙͙ͥͥう

̻ͅステキ̈́庭ͅ変化し̀いくȃ

̹͂え̀言う̈́ͣそͭ̈́時間͈扱

いͬ知ͤ尽くし̹プロ͈技ͬ持̽

̹建築家ȃそͭ̈́自分͈目指すべ

̧方向性ͬ常ͅ念頭ͅȂ一̾ひ͂

͈̾所作ͬ大事ͅし̹建築ͬ創造

し̀い̧̹いȃ

■すいせん者

富田昌義

株式会社ȁ大林組ȁ大阪本店

建築事業部設計企画管理部部長

ジオタワー高槻ミューズフロント
集合住宅は究極の日常の建築である。さまざまなライフステージを過ごす人々が集い暮らす空間であり、人々の生活をや
さしく包み込み、人々を見つめる空間。そこで生活する人々と共に四季を感じ、歳を重ね成熟し続ける建築であるべきと
考える。西日本最大規模の再開発事業区内に、タワー型集合住宅を新築した。設計から監理まで主担当の役割を務め、周
辺他街区との調整も一貫して担当した。設計者として、集い・住まう集合住宅を創造する意味を考える時、時を感じ・時
と共に移ろいゆく空間を提供する事を立脚点として見出した。与えられた命題からちょっと距離を確保し、相手から求め
られずとも時にはこっそりと想いを発露することこそ、設計者に必要とされる性分であると思う。

エントランスロビーにはヒューマンなスケールでパターン化された木煉付の壁を配し、その前に佇んだ時、記憶の中に眠
る木立の心象風景を呼び覚まし点と点の時間を交錯させる事で、木立の空気感・森林の残像・森林を散策する心象風景の
再現を狙った。低層部の外壁には、圧倒的なボリュームの上層部をしっかりと支える重厚な土台を表現するため、土の質
感漂う炻器質タイルをまとわせ、長い年月を経て組成された素材に内包される時の記憶を移設する事を考えた。また自然
エネルギーを活用した環境対応の仕掛けを街区の入口に配し、入居者のみならず敷地内にある公開デッキを利用する方々
が、時間の移ろいと共に息吹く環境を感受し生活する枠組みを提供した。単に空間を提供する事に終始せず、継続的に使
い続ける事で生まれ変わり続ける仕掛けを施した空間の創造を行った。
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設計・計画部門

清
きよ

原
はら

健
たけ

史
し

生年月日　1979年 6月滋賀県生まれ
最終学歴　 2004年滋賀県立大学環境

科学研究科環境計画学専
攻前期博士課程終了

業務経歴　 2004年㈱安井建築設計事
務所入社

　　　　　 現在、大阪事務所設計部
主任

●担当した主なプロジェクト
2006年　大阪総合保育大学
2006年　 大阪城南女子短期大学食実

習棟
2008年　城南学園第二学舎
2008年　 リーガロイヤルホテル京阪

中之島新線接続口
2010年　近畿大学　総合社会学部校舎
2010年　近畿大学　BLOSSOM CAFÉ
2010年　自邸
2011年　日本臓器製薬第３原料棟
2012年　大阪総合保育大学　新棟
●受賞
城南学園第二学舎：
日本サインデザイン協会SDA賞入選
日本建築家協会優秀建築選2009入選
近畿大学BLOSSOM CAFÉ：
平成23年度日事連建築賞　優秀賞
第31回大阪都市景観建築賞　奨励賞

■青年技術者のことば
－自然̈́あͤ方ͬ－
大学ͅ在学し̹頃͉ȶ環境建築
学ȷ͂いう視点́建築ͬ学̺ͭȃ
環境建築学͉͂Ȃ単体͈建築̺け
́̈́くȂ建築͈集合体͂集合͈ι
΃ΣΒθȂそ̪ͦͣͬ̾̈́要素Ȃ
建築相互͈関係性ͬ解明しȂ単体
͂し͈̀建築͞群͂し͈̀建築͈
自然̈́あͤ方ͬ求͛ͥこ̦͂目的
́あͥ͂教わ̹̽ȃ
環境建築学͈講義́教鞭ͬ執ͣͦ
̹内井昭蔵先生͉Ȃ大学͈キλン
Ωス創設ͅあ̹̽̀も自身̦ζス
Ηーͺーキテ·トͬ務͛ͣͦ̀い
̹̹͛Ȃ私͉身ͬも̽̀環境建築
ͬ体験すͥこ̧̦̹͂́ȃ
キλンΩス͉΍ー·ルͬ描く͢う
ͅ校舎̦配置̯̤ͦ̀ͤȂそ͈中
心͉広場͂̈́̽̀い̹ȃ広場͉建
物ͅ囲ͦ̀͘い̹̦Ȃ一方向̺ͅ
け抜け̀い̀Ȃそ͈先͉ͅ遠方ͅ
一͈̾山̦見え̀い̹ȃ山͂校舎
́囲ͦͥ͘こ͂́地形͂一体化し
̹広場͉Ȃ̈́ͭ͂も言え̈́い心地
̯ͬ͢与え̀く̤ͦͥ気ͅ入͈ͤ
場所́あ̹̽ȃ
現在設計ͬ行う上́Ȃ計画すͥ建
築̦人͞ロΉーΏοン̈́̓ͅい̥
ͅ自然́あ̥ͥͬ考えͥこ͉͂Ȃ
私͈基本姿勢́あ̦ͤ̈́ͣȂ絶え
̴探求すͥも͈͂̈́̽̀いͥȃ

■すいせん者
寺岡宏治
安井建築設計事務所ȁ設計部長

近畿大学　BLOSSOM CAFÉ
新たな食堂の計画を任され最初に現地に足を
運んだ時、様々な学部棟の中心にあるこの施
設が、単なる食事の場としてあるだけでなく、
多学部の学生が集まり活発な交流が行われる
場としてあるべきだと考えた。
これを実現させるため、内外空間を広場とみ
たてずらしながら積んでいく、そしてその広
場を大階段やピロティ・吹抜けなどでドラマ
チックに連続させていくことで、人々の活動
や賑わいがうかびあがる、そんな空間となる
ことを意図した。

城南学園　第二学舎
城南学園は幼稚園から大学
までの校舎が街の中に点在
しており、まちとキャンパ
スに境のないカタチで、地
域との共存を行っている。
第二学舎は城南学園の生徒
が共用で使う図書館・ホー
ル・レストランや、地域の
子供が集う保育施設からな
ることから、城南学園、そ
して地域との結節点として
円形をモチーフとした外
観と、地域に開かれた大
階段で建物を構成した。
保育モールと各保育室の境
には年齢を超えた交流を誘
発する装置として、学園の
マスコットであるジョウノウ
サギの物語を、のぞける○
窓とあわせて展開している。

自邸
敷地は擁壁のある異形な極
小敷地であったが、高さ15
ｍを超える北側の樹木郡に
魅せられ購入した。
1 階は擁壁を避け、駐車場
を確保するため住居部分は
小さくまとめているが、 2
階床を両サイドにはねだす
ことで、上階は大きなス
ペースを確保した。また、
2 階のリビングは大きな窓
をバルコニーと連続させる
ことでライン状に伸びる樹
木郡を取り込んだ。
最小限のスペースにした
子供部屋はリビングとス
キップフロアとなる関係
とし、リビング側に開口
を設けることで家族の距
離感を近づける工夫をお
こなっている。
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設計・計画部門

倉
くら

橋
はし

尉
やす

仁
ひと

生年月日　1976年12月大阪市生まれ
最終学歴　 2001年大阪大学大学院
　　　　　 工学研究科建築工学専攻

修士課程修了
業務経歴　 2001年㈱東畑建築事務所

入社
●担当した主なプロジェクト
2008年　 弘善会矢木脳神経外科病院
2009年　 京都府警察学校本館
2012年　 甲南女子中学校・高等学校
2012年　 上村工業中央研究所
　　　　第 1・ 2研究棟（予定）
2013年　 関西大学北陽高中体育館

（予定）
●受賞
2005年　新建築住宅設計競技2005
　　　　 3位（安藤忠雄氏、リチャー

ド・ロジャース氏）

■青年技術者のことば

故ステͻーή・ΐοήΒ氏͈創設

し̹ͺΛプル社͈ロΌ͉Ȃ知恵͈

実́あͥςンΌͬȶひ̥̲͂ͤȷ

し̹も͈ͣしいȃ

大̧く実̹̽ςンΌ͉Ȃ豊̥̯͈

象徴ͅも映ͥȃ

そし̀ȂロΌ̦表す͢うͅȂ新̹

̈́ρͼέスΗͼルͬ届けͥήρン

Ρ͂し̀Ȃ今͞世界͈人々ͅ豊̥

̯ͬ与え̀いͥȃ

ここ́ȂήρンΡ͉͂何̥͂問わ

ͦͦ͊Ȃȶ品質ȷ͂ȶιΛΓーΐ

性ȷ̦͂互いͅ高͛合い じ̾͂

̈́̽̀Ȃ人々ͬ魅了し続けͥも͈

ͬ指す͈̺ͧうȃ

そし̀そ͉ͦȂ今ͅ残ͥ名建築ͅ

も同̲くあ͉̀ͥ͘ȃ

̯̀Ȃ自͈ͣ設計ͬ振ͤ返͙̽̀

ͥ͂Ȃこ͉ͦͣͅ程遠い̦Ȃ建

築主̦真新しい建物ͬ得ͥ͂同時

ͅȂȶ何ȷ̥付加価値ͬ手ͅし̀

͕しい͂考え̧̹̀ȃ

建築主͈͂対話ͬ通し̀Ȃ付加価

値̯̦ͬすこ̦͂Ȃ設計͈面白̯

́あͥ͂感̲̀いͥȃ

こ̥ͦͣȂ建築͂いう実̹̽ςンΌ

ͬȂ̲̽くͤ味わ̽̀い̧̹いȃ

■すいせん者

中村文紀

東畑建築事務所ȁ大阪事務所

設計部長

甲南女子中学校・高等学校

「風と光と緑の学び舎」「風と光と緑の学び舎」

関西大学北陽高中体育館

「キャンパスイメージの一新」「キャンパスイメージの一新」

弘善会矢木脳神経外科病院

「まちとの境界をなくす」「まちとの境界をなくす」
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設計・計画部門

小
こ

杉
すぎ

嘉
よし

文
ふみ

生年月日　 1981年 1月静岡県生まれ
最終学歴　2006年早稲田大学大学院
　　　　　 理工学研究科建築学専攻

修了
業務経歴　2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、名古屋支店設計部
●担当した主なプロジェクト
2008年　 愛知学泉大学附属桜井幼稚

園
2010年　K邸
2012年　 高田本山専修寺高田会館

ホール
2012年　神慈秀明会名古屋支部

■青年技術者のことば

私̦設計ͬ始̧̹͛͂Ȃ既ͅ建築

ͬ構成すͥあͣͥ͠ΩーΜ̦΃

ΗロΈ化̯ͦ̀い̀Ȃ多く͈標準

寸法̦Ȃ納̦ͤ͘ȂΫルΟͻンΈ

Ηͼプ̦Ȃ過去͈事例̦ȂΗήー

̦Ȃすべ̀ͼンΟΛ·ス付̧́Ȃ

·ςΛ·ひ͂̾́取ͤ出̵ͥ͢う

整理̯ͦ̀並ͭ́い̹ȃそうい̽

̹情報ͅ十分ͅ精通しȂ的確̈́選

択ͬ行いȂ更ͅ洗練̵̯ͥこ͂ͅ

注力し̀いくこ͉͂Ȃ優̹ͦ建築

ͬ̾くͥこ͂ͅ繋̦̽̀いく̺ͧ

うȃ日々͈設計作業͈多く͉Ȃそ

͈繰ͤ返し̺ȃ

一方́Ȃそ͈成ͤ立̻ͅȂ目ͬ向

けͥ時間͉貴重́あͥȃ建築主

͈͂丁寧̈́対話Ȃ伝統的̈́建築͞

そ͈作法Ȃ佇͘い͈͒見識Ȃ材料

力学͈͒疑問Ȃ作ͤ手́あͥ職人

͈手͈動̧͈͒理解Ȃそうい̹̽

ȶ設計ȷ͈背景ͅ潜͚も͈ͬȂ私

̹̻͉特ͅ意識し̈́けͦ͊̈́ͣ̈́

いȃこ̥ͦͣもȂも͈ͬ̾くͤ続

け̹ͥ͛ͅȂそし̀新しいも͈ͬ

生͙出し̀行く̹͉͛ͅȂ日々͈

ȶ設計ȷ̦̾̈́̽̀ͅいͥ事象͈

成ͤ立̻͈こ͂ͅȂ遠回ͤͬし̀

思考ͬ巡̵ͣ̈́く͉̀̈́ͣ̈́いȃ

■すいせん者

薄田ȁ学

竹中工務店名古屋支店設計部

設計部長

神慈秀明会名古屋支部

高田本山専修寺　高田会館ホール
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設計・計画部門

榊
さかき

原
ばら

洋
よう

平
へい

生年月日　1979年 3月愛知県生まれ
最終学歴　 2004年神戸大学大学院自

然科学研究科建設学専攻
博士課程前期課程修了

業務経歴　 2004年㈱坂倉建築研究所
入社

　　　　　2008年㈱日建設計入社
●担当した主なプロジェクト
2006年　神戸市立東灘小学校
2006年　箕面観光ホテルプール
2008年　京都市宇多野ユースホステル
2009年　熊谷公共職業安定所
　以上　 坂倉建築研究所での担当物

件
2009年　釜山外国語大学
2010年　六甲学院新本館
2011年　大阪市城東区複合施設
2012年　広島修道大学新3号館
　以上　日建設計での担当物件

■青年技術者のことば
学生͈頃Ȃ研究室͈先生ͅȶもう
少しじ本͈線͈も̾重͙ͬ考え̹
͕う̦͢いȃȷ̹͂し̹̈́͛ͣͦ
こ̦͂あͤ͘すȃ
当時͉そ͈言葉ͅあͤ͘άン̧͂
̀い̥̹͈̈́̽́す̦Ȃ社会ͅ
出̀実務͂し̀図面ͬ描く͢うͅ
̥̈́̽̀ͣ͂いうも͈Ȃ一本͈線
̦持̾責任͈重̯ͬ日々実感すͥ
͢う̈́ͤ͘ͅし̹ȃ
図面͉設計者̦̾くͤ手ͅ意図ͬ
伝えͥ最も基本的̥̾重要̈́手
段Ȃそこͅ描̥ͦͥ線ͅ意味͈̈́
い線͉一本もあ̵ͤͭ͘ȃ̈́い̓
こ̥ͧȂもし意味͈̈́い線͞誤̽
̹線̦あ̹̽͂すͦ͊Ȃ意図͂違
うも͈̦実際̾ͅくͣͦ̀様々̈́
問題ͬ引̧起こしȂ最悪͈場合安
全性ͬ欠い̀人命ͬ脅̥すこ͂ͅ
す̵̦̥͇ͣ̾̈́ͤͭ͘ȃ
そう思う͂いい加減̈́気持̻͉́
図面͉描け̴Ȃ引こう͂すͥ線͈
持̾意味ͬ自ͣͅ問い詰̦͛̈́ͣ
図面ͬ描くこ͂̈́ͤ͘ͅすȃ
線͈意味ͬ問う͂いうこ͉͂設計
͈意図一̾ひ͂̾ͬ考えͥこ͂ͬ
意味しȂそͦͬ繰ͤ返し̦̈́ͣ施
主̦本当ͅ求͛̀いͥ建物͉̓う
いうも͈̥Ȃこ͈場所ͅ͏̯わし
い建物͉̓ういうも͈̥考え抜く
こ͂̈́ͤ͘ͅすȃそ͈プロΓス̦
̯͘ͅ設計͈̺̈́͂思い͘すȃ
自分̦紙ͅ引く一本一本͈線ͅ
̽̀͢現実ͅ建物̦建̻Ȃ社会ͅ
善くも悪くも何̥͈ͣ影響ͬ与え
ͥȃ非常ͅ社会的責任͈重い生業
̺͂思い͘す̦Ȃ̹͘そこͤ͞ͅ
̦いͬ感̲̀日々͈設計ͅ取ͤ組
ͭ́い͘すȃ

■すいせん者
児玉ȁ謙
日建設計ȁ設計部門副代表

京都市宇多野ユースホステル
建物高さを極力抑え、軒の深い瓦屋根をおおらかに重ねてゆくことで緑豊かな周辺環境になじませた。
毎年すばらしい花を咲かせて地域住民に愛されているしだれ桜をそのまま保存し、地域開放される食堂や多目的室を桜を
囲うように配置して前庭を形成した。開け放てる建具によって内と外を一体化でき、地域のシンボルであるこのしだれ桜
を中心とした開放的な交流の場をつくり出した。

広島修道大学新3号館（建設中）
大講義室と研究室からなる新校舎。建物高さを周辺建物に合わせ、隣接する図書館棟の列柱庇の構えや色調を継承するこ
とで既存建物群に調和させた。
大講義室まわりの廊下・ロビーは屋内空間とせず大庇下の半屋外空間とすることで、広場と一体となった共用空間をつく
りだした。また、ロビーやテラスを屋内外随所に計画することで教員と学生のコミュニケーションを促した。
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設計・計画部門

野
の

口
ぐち

　 伸
しん

生年月日　1976年12月千葉市生まれ
最終学歴　2001年早稲田大学大学院
　　　　　理工学研究科建設工学専攻
　　　　　修士課程修了
業務経歴　2001年㈱竹中工務店入社。
　　　　　現在、大阪本店設計部 主任
●担当した主なプロジェクト
2003年　大阪ウエストゲートタワー
2006年　 サンクタスタワー心斎橋ミ

ラノグランデ
2009年　デルフト工科大学建築学部
　　　　校舎設計コンペ
2009年　サンクタス六甲VIEWS
2010年　 高尾国際フェリーターミナ

ルコンペ
2013年　 シスメックス女子陸上部独

身寮（予定）
2013年　桜宮公会堂再生計画（予定）

■青年技術者のことば

ー不合理́あͥ事͈価値ー

私͉ζΐοςテͻͬ少し疑̽̀い

ͥȃ̶̈́̈́ͣζΐοςテͻͬͤ͢

̓こͧͅ物事ͬ決定すͥ͂Ȃ捨̀

̀いくも͈も多く存在す̥̺ͥͣȃ

̹͘Ȃ本当ͅ美しい͂思えͥ建築

͂いうも͈͉Ȃζΐοςテͻ側͈

理論Ȃ̾ͤ͘合理性̺け͉́成立

し̈́い̲ͭ̈́͝い̥͂も思̽̀い

ͥȃそ͉ͦ普通̽̀͞ͅい͉̀到

達̧́̈́いȶ一見不合理̈́も͈ȷ

́あͤȂ近代建築̦捨̀̀来̹価

値͈一̾́あ͈͉ͥ́̈́い̥͂思

うȃそ͉ͦȂ設計者͞建築主Ȃそ

͈他関係者͈趣味Ȃ嗜好Ȃ言い̥

えͦ͊欲望͂言̽̀も͢い̥もし

ͦ̈́いȃそうい̹̽建築͈欲望͉

Ώンδル͂し̀し͊し͊あͣわͦ

̀くͥ͢うͅ思うȃ

私͉ΗワーζンΏοン͞コンβ

等Ȃ地域͈Ώンδル͂̈́ͥ͢う̈́

施設̿くͤͅ携わͥ事̦出来̹ȃ

こうい̹̽設計ͬ進͛ͥ中́Ȃ基

本的ͅ合理的́あͥこ̦͂求͛ͣ

ͦ̀い̹̦Ȃ͉ͤ͞そ͈根底͉ͅ

作ͤ手͞使い手͈潜在的ΣーΒ＝

欲望ͅ訴え̥けͥ必要もあ̹̽͂

いう事ͅ気̦̾くȃ

今後Ȃ成熟社会ͅ向̥う͈́あͦ

͊Ȃ社会͈側̥ͣ個人͈趣味͞嗜

好͂言̹̽も͈̦い̽そう求͛ͣ

̥ͦͥもしͦ̈́いȃ単̈́ͥ合理性

̺け́̈́くȂそうい̹̽近代̦蓋

ͬし̧̹̀欲望＝ȶ不合理́あͥ

事ȷ͂いう価値ͬ追求すͥ事͉今

後重要͉́̈́い̥͂考え̀いͥȃ

■すいせん者

増田俊哉

竹中工務店大阪本店設計部副部長

サンクタス六甲VIEWSー土地が持つ記憶の保存と転用ー
六甲山のすそ野に位置する自然豊かな敷地での全113戸のマンション建替計画である。大阪湾を一望できる南側の眺望と、
西側六甲山系を望むL型 2 棟配置とし、建物の間を風、光、川の音、眺望が通り抜ける計画とした。旧邸宅の既存樹木

（御神木）の保存を始めとして、手洗い鉢の共用空間のオブジェへの転用や、既存石積擁壁を保存するための基礎の工夫
等を行い、敷地内の歴史ある多様な素材を継承し、残し、生かすための建築のあり方を追求した。

シスメックス女子陸上部独身寮ー感性を育むデザインの追求ー
オリンピック金メダリストも所属している女子長距離陸上選手の寮である。選手らをより進化させるため、学識者とデザ
インコラボレーションし、「感性力向上」に寄与する建築デザイン価値の創造を追求した。建物中央ヴォイド上部のテン
トを開閉することで、光や風が建物内に入り込むようになっている。この自然の移ろいを映し出す中央のヴォイドは、選
手の感性を育てる建物のコアであり、選手やスタッフのコミュニケーションヴォイドとなる。

桜宮公会堂再生計画ー近代初期における価値の再発見と再生ー
使われなくなって久しい重要文化財である旧桜宮公会堂を結婚式場として再生するプロジェクトである。床・壁・天井全
てがガラスブロックで構成したチャペルを既存建物内に挿入し、既存トップライトからの光がガラスブロックのスキンを
透過・拡散して光あふれる新旧一体となった新たなセレブレーションスペースを創り出す。
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設計・計画部門

福
ふく

田
だ

容
よし

明
あき

生年月日　 1976年 8月大阪府生まれ
最終学歴　 京都大学大学院工学研究

科生活空間学専攻
業務経歴　 2002年鹿島建設㈱入社。

現在、鹿島建設㈱関西支
店建築設計部

●担当した主なプロジェクト
2002年　TOKYO TIMES TOWER
2003年　中国タカタ上海工場
2004年　大樹壮旧館改修
2006年　マルイト難波ビル
2009年　奈良学園中学校・高等学校
進行中　 立命館中学校・高等学校

■青年技術者のことば

建築設計͈業務ͅ携わͤじし年̦経

過し͘し̹ȃそ͈間集合住宅Ȃ工

場Ȃ学校Ȃ木造住宅͈改修͞γテ

ルȂ΂έͻスȂ商業Ȃ駐車場̥

ͣ̈́ͥ大規模複合施設̈́̓Ȃ様々

̈́規模・用途͈施設͈設計ͬ担当

̵̯̀頂̧͘し̹ȃすべ̀ͅ共通

し̀いͥこ͉͂Ȃ設計与条件͉固

有́あͤȂ顧客要求͞必要̈́機能

もすべ̀異̈́ͥȂ͂いうこ͂́

すȃそ͈中̥ͣ設計͈最適解ͬ導

̧出すこ̦͂設計者͈職能́あͥ

͂考え͘す̦Ȃそ͈過程́心掛け

̀いͥこ͉͂Ȃ奇ͬ衒うこ͂̈́く

̧̺́ͥけ広い視野ͅ立̻Ȃ̧́

̺ͥけ多く͈人͈共感ͬ生͙出す

͢う̈́解ͬ導̧出すこ͂́すȃそ

うし̹立̻位置̥ͣ設計̯̹ͦ建

築͉Ȃ結果͂し̀そこͅ長く存在

しȂ豊̥̈́街͈形成͈一助̈́ͥͅ

͂考え̥ͥͣ́すȃ

建築͈評価͉時間͈経過ͬ待̹͇

̵̦͊̈́ͤͭ͘Ȃそうし̹時間͈

経過ͅ耐え̹偉大̈́先人̹̻͈蓄

積ͬ͏͘えȂ自分̹̻̦生̧ͥ時

代͈新しい価値観͈建築ͬȂ社会

ͅ提供̧́ͥ͢うͅ努͛̀い̧̹

い͂思い͘すȃ

■すいせん者

菅野忠司

鹿島建設関西支店

設計部長

TOKYO TIMES TOWER

大樹壮旧館改修

奈良学園中学校・高等学校
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設計・計画部門

真
ま

鍋
なべ

　 翼
つばさ

生年月日　1979年 3月香川県生まれ
最終学歴　 2003年大阪大学大学院工

学研究科建築工学専攻博
士課程前期課程修了

業務経歴　2003年㈱昭和設計入社
　　　　　現在、建築設計部
●担当した主なプロジェクト
2004年　四国学院大学プラザ棟
2005年　神戸芸術工科大学
2006年　 東大阪市消防局・中消防署

庁舎PFI事業
2007年　近大姫路大学
　　　　 堺臨海部サッカーナショナ

ルトレーニングセンター
2008年　韓国仁川立体都市計画施設
2009年　 特別養護老人ホーム　ル・

ソラリオン西新井
　　　　茨城県民生活協同組合事務所

■青年技術者のことば

ー風景̥ͣひ͂͒ー

あͥ場所ͅ建築̦新しく建̻あ

̦̹̽時Ȃそ͉ͦ単体͉́̈́く全

体͈一部͂し̀認識̯ͦͥȃ当̹

ͤ前͈こ͂́あ̦ͥȂ隣͈建物͂

͈関係́あ̹̽ͤȂ遠く彼方ͅ見

えͥ風景͈͂関係́あ̹̽ͤȂ̯

͉ͣͅ周囲͈音̤͞ͅいͅ大̧く

左右̯͈ͦͥ́あͥȃ̹͘Ȃそͦ

ͣ全体̦変わ̽̀いく時間͈中́Ȃ

単体́あͥ建築͈認識͈̯ͦ方も

変わ̽̀行く͈̦当然́あͥȃ

そ͈͢う̈́変化ͬ受け入ͦȂ̤̈́

̥̾全体͂し͈̀風景͈核͂̈́ͥ

建築̦あͥȃ育̹̽環境͞育̹̽

場所̽̀͢ͅȂ人そ̸͈ͦͦ風景

̦あͥ͂思うȃ私͈場合͉Ȃ高校

時代ͬ過̮し̹丸亀駅前͈谷口氏

ͥ͢ͅ猪熊源一郎近代美術館͂Ȃ

άーΗー;΁ー΃ー氏ͥ͢ͅ駅前

広場̦そͦͅあ̹ͥȃ

そこ͉ͅ何̦あ͈̥ͥȃ

特別̈́も͈͉́̈́くȂひ̦͂居ͣ

ͦͥ空間̦そこ͉ͅあͤȂそ͉ͦ

無意識͈う̻ͅ作ͣͦͥも͈͉́

̈́くȂ周到ͅ計画̯̹ͦも͈́あ

ͥ͂思̽̀いͥȃ

私͉Ȃじし年後Ȃすし年後あͥい͉ぜし

年後ͅ風景͈核͂̈́̽̀いͥ建築

ͬ作ͤ出し̹いȃ

■すいせん者

千種幹雄

昭和設計取締役

四国学院大学ノトス館－開かれた校舎による風景の創出－
香川県善通寺市の市街地にある、キリスト教主義の大学キャンパス内に建つ校舎であり、新しい学科と学生支援そして地
域交流のための校舎として計画された。敷地はキャンパスの南東角に位置し、大学のサブエントランスとして新しく街に
開かれた顔となることと、これからの大学にふさわしい教育空間が求められた。
瀬戸内の温暖な気候をふんだんに感じられる施設とするため、中央部を半屋外としてキャンパスのゲートとしながら風の
抜ける気持の良い空間を実現。内外ともにコンクリート打ち放し・地場産レンガを採用し、素材とプロポーションによる
デザイン表現により、長い間色あせない風景としての建築を目指した。

近大姫路大学看護学部棟－大学における人の居場所の創出－
新しく開学した近大姫路大学の第 1 期計画である。大学という場は様々な思考を持つ「ヒト」があつまり、創造的な研究
を行う場であるという考えをいかにして建築でフォローしていくかという計画が求められた。
新しい大学の玄関口となることから、建物に貫入するガラスカーテンウォールの低層部に、インフォメーションホールや
食堂、テラスなどを配置し、内部と外部が連続したキャンパスの核となる、人がいられる空間を創り出した。その理念は建
物上層部にもおよび、通常廊下と研究室からなる研究科フロアでは、人数や用途を限定しない「あいまいで柔軟な活動空
間」となるコラボレーションワークスペースを中心に、開放的な研究室を実現した。
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設計・計画部門

吉
よし

永
なが

規
のり

夫
お

生年月日　1980年 7月大阪府生まれ
最終学歴　 2011年和歌山大学大学院

システム工学研究科博士
後期課程単位取得退学

業務経歴　 2008年～本多環境・建築
設計事務所にて設計協力

●担当した主なプロジェクト
2010年　清水地区活性化計画
2011年　高野口小学校校舎改修
2011年　湯浅町北の町集会所
2011年　樫野埼灯台旧官舎改修
2011年　和歌山大学観光学部校舎
2011年　小さな屋根群の体験交流工房
2012年　栗林地区山椒体験棟
●受賞
2003年大阪駅北地区コンセプトコン
ペ佳作入選（共作）

■青年技術者のことば

－環境͈中͈建築－

大手ゼネコンͅ勤͛̀い̹父͈姿

͙ͬ̀始̹͛建築も今年̻́͡う

̓じし年̈́ͤ͘ͅすȃ大学時代̥ͣ

͈師́あͥ本多友常先生̥ͣ建

築ͬ学͍始̹͛当初ͅ聞い̀い̹

ȸ誰́もじし年間ͤ͞続け̹ͣそͦ

͈̈́ͤも͈͉̈́ͥͅȹ͂いう言葉

̦Ȃ何͂̈́くそ͈͢う̈́気も最近

し͘すȃ建築学科͉́̈́く̀環境

Ώステθ学科͂いう場所́建築ͬ

学̺ͭ私͂̽̀ͅȂ大学͈講義͉

ȸ環境ͬ保護す̹ͥ͛ͅ自然ͬ守

ͤ͘し͡うȹ͂ȸ新しい建築ͬ設

計し͘し͡うȹ͂相反すͥも͈͈

考え方͈中́建築͂環境̾ͅい̀

考え̧̀͘し̹ȃ

こͦ́͘和歌山͂いうέͻールΡ

͈中́Ȃ建築設計̺け́̈́くȂ集

落調査͞文化財改修̈́̓多岐ͅわ

̹ͥ活動ͅ参加しȂ建築͂環境͈

関係̾ͅい̀深く考えͥ機会ͬ得

̹͢うͅ思い͘すȃ急峻̈́傾斜地

集落͉́Ȃ地形͂͂もͅ生活̦育

ͦ̀͘い̀豊̥̈́環境̦形成̯ͦ̀

いͥ一方Ȃ高齢化・過疎化ͥ͢ͅ

問題も抱え̀い͘すȃ住民͈͂会

話ͬ通̲̀集落͈持続性̾ͅい̀

͂もͅ考えͥ機会͈中́学̺ͭこ

͂も̹く̯ͭあͤ͘すȃ文化財改修

͈現場͉́Ȃ保存すͥ͂いう行為͈

中ͅ創造的̈́発見もあͤ͘し̹ȃ

和歌山́学̺ͭ体験ͬも͂ͅȂȸ環

境͈中͈建築ȹ͂いうテーζͬこ

̥ͦͣも考え続け̀いこう͂思い

͘すȃ

■すいせん者

本多友常

和歌山大学Ώステθ工学部教授

樫野埼灯台旧官舎改修－いかに痕跡を残すか－
明治 3 年にお雇い外国人の英国人技師R・H・ブラントンによって建てられた日本最古の石造灯台官舎の改修工事は、『き
れいになる改修』ではなく、『いかに痕跡を残す』かがテーマとなった。残された痕跡を可能な限り温存すること、推理
を重ねつつ明らかになった事実だけを積み重ね、根拠のない想定による創作改装は行わないという原則を貫いた。既存に
対する最小限の働きかけと再現性を重視ししながら、凍結した建築ではなく、今まさにある現代ならではの建築に対して
未完の改修は将来に推理の可能性を託すことになった。

小さな屋根群の体験交流工房－集落の中の建築－
高野山へ向かう高野有田街道の中継地点清水は、保田紙の産地であり、藁細工でも知られている。今回移設された体験交
流工房は分棟形式として民家のスケール感を踏襲することにより大型施設になることを避けている。紙漉の作業は、楮の
皮むきから紙干しまで室内と屋外での作業の繰り返しが多い。紙干場は小さな屋根群に囲まれ中庭に大きくもうけて、棟
と棟の間に生まれたスペースには楮などの材料が仮置きされ、作業工程に合わせて使い方が変化する。周辺集落の回遊性
の延長で「ものづくり」の一部を体験できる集落の風景をつくりだしている。

大きな施設 集落のスケール感に
各作業室を細分化

中央に大きな広場をつくり、
建物のボリュームは民家に
対して抑える

建物間は屋内と屋外をつなぐ
半屋外の作業場・仮置場

小さな屋根でつながれた
回遊性のある連続した風景

紙干場

撮影：新建築社写真部

撮影：新建築社写真部

撮影：河合止揚撮影：河合止揚
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●設計コンセプト
本プロΐͿ·ト͉Ȃ水͂大阪͈都市

性͂文化性͈融合ͬ象徴すͥ新̹̈́

΀ςͺȶ͕̹̻ͥ͘ȷ̤ͅい̀Ȃȶ都

心居住͈あͥべ̧姿͉͂何̥ͬ追

求すͥȷͬコンΓプト͂し̀計画̯

̹ͦ超高層集合住宅́あͥȃ地下 じ

階・地上せだ階Ȃ最高高̯約じぞたm͈基

礎免震建物́あͥȃȪ写真ご じȫ

●構造設計のテーマ
阪神大震災͈被害ͬ受け̹関西地区

̤ͅい̀Ȃ超高層集合住宅ͅ免震構

造͉不可欠́あͥ͂判断し̹ȃ免震

構造͈集合住宅̦増加すͥ中ȂΣー

Β͉多様化し̤̀ͤȂ建築主ͅ望

ͦͥ͘超高層免震集合住宅͉͂何̥

ͬ追求すͥこ͂ͬ一番͈構造設計͈

テーζ͂し̹ȃ

1．上部構造設計の課題解決－多様
な住戸レイアウトに対応できる架構
計画－Ȫ図ご じ ȫ

超高層́あͥこ̥͂ͣȂ住戸τͼͺ

;ト̦多様́あͥこ͂ͅ対応̧́ͥ

架構計画̦課題́あ̹̽ȃそこ́高

強度材料͈採用ͥ͢ͅ構造体断面͈

縮小Ȃ住戸τͼͺ;トͅ影響し̈́い

耐震要素͈配置計画Ȃ梁型͈無いέ

τキΏήル̈́架構計画等͈ͺプロー

Ιͤ͢ͅ課題ͬ解決し̹ȃ

1）．高強度材料の採用による構造体
断面の縮小
高強度コン·ςートȂ高強度鉄筋ͬ

主要架構ͅ採用すͥこ͂́構造体断

面ͬ縮小しȂ平面プρン͈͒影響ͬ

極力小̯くし̹ȃ特ͅ内側スΩンͅ

あͥ長期柱͉ͅȂ最大ねりじしし͈高強度

コン·ςートͬ採用し̹ȃ

2）．住戸レイアウトに影響のない耐
震要素の配置計画
建物内ͅ配置̯̹ͦ立体駐車場͈周

囲ͬ耐震壁́覆うこ͂́Ȃ住戸τͼ

ͺ;トͅ影響̈́く耐震要素ͬ確保し

̹ȃ耐震壁直下͈免震材料部分́引

̧抜̧力̦生̴̲Ȃ耐震要素͂し̀

有効̈́ͥͅ最適̈́壁͈開̧角度・壁

長ͬΉーススΗΟͻーしȂ外周偶角

部́柱͉設け̴跳出大梁̀ͅスρή

ͬ支持すͥ計画͂し̹ȃ̹͘Ȃ建物

外周͈ΨルコΣー手すͤͬ逆梁͂し

̹大梁͂兼用すͥこ͂́Ȃ天井高

̯͂耐震要素ͬ確保し̹ȃ̵ͭ断

力͈分担率͉Ȃみ方向Ȃむ方向͂もͅ

έτーθ́約ぞしがȂ耐震壁́約ずしが͂

̈́̽̀いͥȃ

3）．フレキシブルな架構計画
集合住宅͂いう用途上Ȃ床下̦ͤ範

囲̦あ̹ͥ͛έρΛトスρή͉́施

工̦難しいȃ̽̀͢大梁間ͅ一方向

版͈穴あ̧Pな合成床̥ͬけȂスρή

段差ͬ利用し̹扁平大梁ͬ採用すͥ

こ͂́無駄͈無い天井内空間͂し̹ȃ

2．免震層設計の課題解決－ワイド
レンジ免震システムの開発－
集合住宅͈΀ンΡξーΎー͂し͉̀Ȃ

発生頻度͈高い風͞中小地震ͅ対し

̀も免震性能͈発揮ͬ期待し̀いͥȃ

そこ́Ȃ小̯い風・地震̥ͣ大̧い

風・地震́͘Ȃ͈̓荷重領域̤ͅい

̀も有効ͅ機能すͥ免震Ώステθ͈

開発̦大̧̈́テーζ̹͂̈́̽ȃ

1）．ワイドレンジ免震システムの構
築Ȫ図ご すȫ

幅広い荷重領域Ȃ風・地震ͅ対し̀

有効ͅ機能すͥ免震Ώステθ͈構築

͉ͅȂ以下͈ せ͈̾課題解決̦必要

́あ̹̽ȃӱτベル じ風荷重ͅ対し

̀Ȃ残留変形̦発生し̈́いȂすべͤ

支承̦τベル じ風荷重時ͅ滑ͤ出̯

̈́いこ͂ȃӲ小̯い地震・風荷重ͅ

対し̀免震層͈初期剛性ͬ小̯くし

弾性変形ͬ大̧くし̀免震効果ͬ期

待すͥȃӳ小̯い地震・風荷重ͅ対

し̀Ȃ΀ネルΆー吸収能力ͬ上̬居

住性͈改善ͬ狙うȃӴ大地震時́も

従来͈免震効果ͬそ͈͘͘維持すͥȃ

ӱȂӲͅ対し͉̀Ȃ弾性領域̦広く

大地震時ͅも有効̈́低摩擦型͈すべ

ͤ支承͈開発̦不可欠́あ̹̽ȃӳ

ͅ対し͉̀Ȃ粘性体ΘンΩー́あͥ

減衰こͬ͘採用しȂӴͅ対し͉̀異

̈́ͥ摩擦係数͈すべͤ支承ͬ組合̵

ͥこ͂́対応し̹ȃ

2）．多積層低摩擦型弾性すべり支承
の開発Ȫ図ご ずȂ図ご せȫ

じȫ͈ӱȂӲ͈課題解決ͅ対し̀Ȃ

弾性領域̦広い従来͈積層Όθͅ滑

ͤ板ͬ組͙合わ̵̹Ȃ多積層低摩擦

型弾性すべͤ支承ͬ開発し̹ȃこ͈

すべͤ支承͉Ȃ滑ͤ出し限界変位̦

通常͈低摩擦型͈ せ倍程度́Ȃ初期

剛性ͬ小̯くすͥこ͂́小地震時ͅ

も免震効果ͬ発揮̧́Ȃ低摩擦型́

あͥこ̥͂ͣ大地震時ͅも有効́あ

ͥȃじぜししφ͈́͘大口径͈積層Όθ

ͬ採用すͥこ͂́高軸力ͅも対応́

̧Ȃ今後͈超高層免震集合住宅̤ͅ

い̀活用可能́あͥȃ

3．まとめ
小̯い風・地震̥ͣ大̧い風・地震

́͘Ȃ͈̓荷重領域̤ͅい̀も有効

ͅ機能すͥワͼΡτンΐ免震Ώステ

θ͉こ͈多積層低摩擦型弾性すべͤ

支承͈開発ͤ͢ͅ実現しȂȶ都心居住

͈あͥべ̧姿ͬ構造的視点̥ͣ追求

すͥȷこ̧̦̹͂́͂考えͥȃ

構造部門

池
いけ

内
うち

邦
くに

江
え

生年月日　1976年12月大阪市生まれ
最終学歴　 大阪大学大学院工学研究科

建築工学専攻　修了
業務経歴　2002年㈱竹中工務店入社
　　　　　2003年大阪本店設計部
　　　　　2011年大阪本店設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2005年　福島1丁目B街区分譲住宅棟
2006年　関西大学第 1学舎 5号館
2007年　 日本エスリード本町 1丁目

ビル
2008年　 エイスクエアSARA新棟
2009年　 京都東宝公楽ビル
2010年　 京都銀行茨木支店
2011年　 某データセンター
●雑誌掲載
「ほたるまち（福島 1丁目B街区分譲
住宅棟）」
近代建築2008年10月号

■青年技術者のことば

近年大地震̦頻発しȂ免震構造ͅ

̾い̀取ͤ上̬ͣͦͥ機会も多くȂ

こ̻̥ͣͣ提案すͥ場合もあ̦ͥȂ

建築主̥ͣ免震構造ͬ採用し̹建

物ͬ依頼̯ͦͥΉースも少̈́く̈́

いȃ免震構造͈建物͈設計̤ͅい

͉̀Ȃ建物用途毎ͅȂ適し̹性能

ͬ持̾免震層͈設計ͬ行̧̹̽̀

̦Ȃȶ応答加速度ͬ抑えͥȷȂȶ構造

体͈安全性ͬ確保すͥȷこ̺͂け

ͅ着目す͈͉ͥ́̈́くȂ建物ͅ対

し̀建築主̦何ͬ要望し̀い̥ͥ

ͬ十分ͅ把握しȂ免震構造́あͥ

̥ͣこそ可能͂̈́ͥ要素Ȃ免震構

造́あ̥ͥͣこそ課題͂̈́ͥ要素

ͬ明確ͅし̹上́設計ͅ取ͤ組͚

こ̦͂重要́あͥ͂考えͥȃ

■すいせん者

村上陸太

株式会社竹中工務店大阪本店

設計部構造部門統括部長

都心型超高層免震集合住宅～都心居住のあるべき姿を構造的視点から追求する～

写真- 1　ほたるまち外観

58.9m

3
5
.6
m
 

立体駐車場

立体駐車場を囲むH型連層耐震壁 

長期柱 最大 Fc100 外周バルコニー兼用逆梁（PCa）

図- 1　基準階伏図

50 100 免震層変位(mm)

20,000

免震層に生じる
せん断力(kN)

高摩擦型弾性すべり支承(µ=0.10)

多積層型低摩擦弾性すべり支承
(µ=0.01～0.02)

天然ゴム系積層ゴム

レベル1風

小地震 レベル1地震

レベル2風
レベル2地震

免震層
全体

弾性範囲 高摩擦型弾性すべり支承滑り出し後

レベル1未満の風

1.レベル1風荷重で滑り出さない

低摩擦弾性すべり支承
滑り出し変位

2.初期剛性を小さくする

4.高・低摩擦すべり支承の併用

図- 2　 ワイドレンジ免震システムにおける免震層のせん断力―変形
関係概念図

ゴム総厚 
200mm程度 

フランジ 

ステンレス板（PTFE コーティング） 
ベース板 PTFE

図- 3　 多積層低摩擦型
弾性すべり支承

従来型
多積層型

水平力

変位(mm)8420

変形
初期剛性

図- 4　 従来型と多積層型での滑り出
し荷重時の変形の比較概念図
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構造部門

石
いし

田
だ

　 陵
りょう

生年月日　1976年 9月名古屋市生まれ
最終学歴　2002年神戸大学大学院
　　　　　自然科学研究科博士課程
　　　　　前期課程修了
業務経歴　2002年㈱大林組入社
　　　　　2002年小野薬品堺筋JV
　　　　　工事事務所
　　　　　2003年本店建築設計部
　　　　　 2009年東京本社構造設計部
　　　　　 2012年大阪本店構造設計部
●担当した主なプロジェクト
2005年　JR尼崎駅前集合住宅
2006年　SUMCO伊万里
2009年　JR高槻駅北東地区開発事業
　　　　集合住宅A
2009年　某医薬品研究施設
2010年　キヤノン港南ビル
2011年　神奈川県立がんセンター
2011年　新三春中学校

■青年技術者のことば

昨年発生し̹東北地方太平洋沖地

震ͥ͢ͅ原発事故̈́̓ͤ͢ͅȂ安

全ͅ対し̀ȶ想定外ͬ想定すͥȷ

必要性̦叫͊ͦ̾̾あͥȃ͂同時

ͅȂ極͛̀稀ͅ発生しうͥ地震ͬ

過大ͅ評価すͥこ͂も発生確率̥

ͣすͥ͂不経済̈́結果͂̈́ͤう

ͥȃ今後Ȃ構造技術者͂し̀耐震

性能ͅ関し̀Ȃ地震ςス·͈ͬ̓

͢うͅ評価しȂ顧客̦満足すͥ性

能͈建物ͬ提供し̀いくこ̦͂́

̧̥ͥȂ͂いう点̦極͛̀重要̺

͂考え̀いͥȃ顧客͈要望ͬ満足

し̹上́Ȃい̥ͅコストΩέ΁ー

ζンスͅ優̹ͦ構造ͬ提案すͥ

̥Ȃそ͈̹͈͛ȶ引̧出しȷ̹ͬ

く̯ͭ持̾構造技術者ͬ目指し̀

いͥȃ̯̰̈́͘͘仮定͞想定͂ͅ

ͣわͦͥこ͂̈́くȂ顧客͈͂対

話ͬ重͇̦̈́ͣ要望ͬ的確ͅ捉

えȂ条件Ȃ課題̈́̓ͬ定量的ͅ評

価しȂ構造技術者͂し͈̀̓ȶ引

̧出しȷͬ使うべ̧̥Ȃ技術的̈́

ȶ勘所Ȫ判断力ȫȷͬ養̽̀い̧̹

い͂考え̀いͥȃ

̹͘Ȃ建築構造技術͉日々進歩し

̤̀ͤȂ新̹̈́技術ͅ対し̀も

弛͚こ͂̈́く積極的ͅȶΙλτン

ΐȷしȂ新しいȶ引̧出しȷͬ増

͞し̦̈́ͣȂ顧客͞社会ͅȶ発

信ȷし̀い̧̹いȃ

■すいせん者

富田昌義

株式会社大林組ȁ大阪本店

建築事業部設計企画管理部ȁ部長

● 耐震間柱を効果的に配置し
たオフィスビルの設計

東京都港区ͅ立地すͥ た階建͈̀΂

έͻスΫル́あͥȃ基準スΩン͉

じぜさせmく˴方向ぐ×そさせmく˵方向ぐ́構成

̯̤ͦ̀ͤȂスΩン͈異̈́ͥ˴方向

架構く柔ぐ͂˵方向架構く剛ぐ͈剛性Ȃ

及͍耐力͈Ψρンスͬ確保す̹ͥ͛

以下͈͢う̈́計画͂し̹ȃ

˴方向͉Ȃ外周構面ͅ耐震間柱ͬΐ

ΈΎΈͅ配置くスキΛプコρθ工法

く右図ぐ：当社開発ノ初適用ぐしȂ˵方

向͉剛性調整͈̹͛ȂＢＨ柱͈採用

く弱軸配置ぐ͞Ȃ一部͈大梁端部ͬά

ン接合͂し̀Ψρンス͈良い構造計

画ͬ実現し̹ȃスキΛプコρθ工法

͈採用̽̀͢ͅȂ少̈́い間柱́剛性

ͬ効果的ͅ向上̵̯ͥ事̧̦̹́ȃ 

̹͘Ȃ大梁端部͉ͅ当社開発͈;ͻ

ンΈΫーθ工法く上下͈έρンΐͅ水

平ΧンΙȪ;ͻンΈプτートȫͬ工

場溶接ぐͬ採用しȂ大梁端部耐力ͬ大

̧くすͥ͂͂もͅ΀ネルΆー吸収性

能ͬ向上̵̯̹ȃ

構造要素の効果的な配置計画・隣接する免震建物の構造計画

ウィングビーム工法

ウィングプレート
柱材
上下フランジ：現場溶接

現場ボルト接合

通しダイヤフラム

（水平ハンチ）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務室 事務室

40m 6
.4
m
 

15.4m 

スキップコラム

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間柱 
2本直列配置 

スキップコラム工法 
→少ない間柱で剛性を向上

間柱間隔と剛性の関係 

間柱 
1 本直列配置 

スキップコラム
工法 

間柱間隔
剛性比較
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平面図

 

 
 
 

(基礎構造) 
・既製露出柱脚の採用 
・杭頭半剛接構法の採用

↓ 
施工性・耐震性能を向上 

耐震間柱（スキップコラ
ム）をジグザグに配置して
梁の可撓長さを短くする 
→剛性を向上 

軸組図（X 方向）

外観

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

X 

Y 

サービスヤード（非免震範囲）

病院棟 
（免震範囲）

管理・研究棟
（免震範囲）

1階床で病院棟と管理・研
究棟を連結 
(スラブ厚：300 mm) 

管
理
・
研
究
棟
 

（
免
震
範
囲
）
 

病
院
棟
 

（
免
震
範
囲
）
 

ｻｰ
ﾋﾞ
ｽﾔ
ｰﾄ
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（
非
免
震
範
囲
）

基 礎 は
Exp.J で
分離 

免
震
層
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リブ付プレキャストコンクリ

ート板による無梁空間形成

(天井高さを確保) 

腰壁を逆梁と

して利用し，開

口寸法を小さ

くすることな

く架構の剛性

と耐力を向上

● 隣接する免震建物２棟を一
体化した病院の設計

関東地方ͅ立地すͥ高度Ȃ最新͈̦

ͭ医療ͬ行う病院́あͥȃ地震̈́

͈̓緊急時ͅも高い機能保全性̦要

求̯ͦͥˎ棟Ȫ病院棟͂管理・研究

棟ȫͬ免震構造͂しȂˍ階床́一体

化すͥ構造͂し̹ȃˎ棟ͬ一体化す

ͥ事ͤ͢ͅ一般ͅ免震建物͈棟間ͅ

必要̈́巨大̈́ぬァpさJ̦不要͂̈́ͤȂ͘

̹΀ネルΆーΓンΗー͈役割も担う

管理・研究棟̥ͣ病院棟͈͒供給ρ

ͼンͬ一体Ȫ可͂う継手不要ȫ͂す

ͥこ̧̦̹͂́ȃ免震装置͈配置͉Ȃ

ӱ病院棟単独͈場合ȂӲ管理・研究

棟単独͈場合Ȃӳˎ棟ͬ一体͂し̹

場合͈い̴͈ͦΉースͅ対し̀も偏

心し̈́い͢うͅΨρンス͈̹͂ͦ配

置͂し̀いͥȃ 

振動解析κΟル͉病院棟Ȃ管理・研

究棟ͬそ̸ͦͦ免震層ͅス;Ϳͼ͊

͇ͬ持̾等価̵ͭ断κΟル͂しȂ一

体化すͥじ階床接続͉剛Ψネ̽̀͢ͅ

κΟル化し̹ȃ

病院棟͈病室部͈床͉ͅȂ集合住宅

́用いͣͦͥςή付プτキλストコ

ン·ςート板ͬ採用しȂ天井高̯ͬ

確保し̹ȃ̹͘Ȃ建築計画上壁量̦

少̈́いみ方向̾ͅい͉̀Ȃ病室͈腰壁

部分ͬ逆梁͂し̀利用しȂ病室͈開

口寸法ͬ小̯くすͥこ͂̈́く架構͈

剛性͂耐力ͬ確保し̹ȃ

管理・研究棟

外観

病院棟

病院棟断面（病室部）

2 棟（免震）の一体化概要
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構造部門

西
にし

村
むら

京
きょう

一
いち

郎
ろう

生年月日　1978年 5月高知県生まれ
最終学歴　 2001年高知工科大学工学

部社会システム工学科卒
業務経歴　2001年㈱日建設計入社
　　　　　東京オフィス構造設計室
　　　　　 2002年大阪オフィス構造

設計室
　　　　　 現在、構造設計部門構造

設計部
●担当した主なプロジェクト
2004年　総合地球環境学研究所
2005年　守口佐太有料老人ホーム
2006年　Wajima十番丁ビル
2007年　小倉記念病院
2008年　京都産業大学　神山天文台
2009年　龍谷大学 龍谷ミュｰジアム
2010年　 京阪神ビルディング西心斎

橋ビル
2011年　 住友倉庫 淀屋橋ビル（建設

中）

■青年技術者のことば

構造設計ͅ携わ̽̀じし年以上͂̈́

ͤȂ様々̈́建物͈設計ͬ経験し͘

し̹ȃ各建物͉ͅȂそ̸ͦͦ設計

テーζ̦あͤȂそ͈中́も今回͈

二͈̾プロΐͿ·ト͉Ȃテーζ̦

多く̀達成感͈あͥプロΐͿ·ト

́し̹ȃ

一͈̾プロΐͿ·トͅȂ建築主Ȃ

意匠・構造・設備設計者Ȃ施工

者Ȃ監理者等Ȃ実ͅ多く͈人間̦

関わͤ͘すȃ今回͈二͈̾プロ

ΐͿ·ト͉͂もͅȂ意匠設計者̤

͍͢設備設計者͂議論ͬ何度も行

いȂ建物ΟΎͼンȂ建物用途͞機

能͂構造計画̦融合し̹建物͂

̹̈́̽͂考え͘すȃこ͈こ̥͂

ͣȂ良質̈́建物ͬ建築主̤ͅ渡し

す̹ͥ͛ͅȂ構造設計̺け́̈́く

他部門͈知識͈蓄積も大変重要

́Ḁ̑̾積極的̈́議論̦出来ͥ人

間関係も必要́あͥ͂感̲͘し

̹ȃ様々̈́分野ͅ興味ͬ持̻Ȃい

̥̈́ͥプロΐͿ·ト́も良好̈́協

働関係ͬ築けͥこ̧̦͂́ͥ設計

者̹̈́ͤͅい͂思い͘すȃ

̹͘近年Ȃ構造設計者ͅ求͛ͣͦ

ͥ責務̦͘す͘す重く̈́̽̀い͘

す̦Ȃ真摯ͅ研鑽し構造設計者͉

建物利用者͈ȶ命ȷͬ預̥̽̀い

ͥこ͂ͬ忘ͦ̈́い͢う心掛け̀設

計し̀いこう͂思い͘すȃ

■すいせん者

吉澤幹夫

日建設計ȁ構造設計部長

建物͉Ȃ和歌山市͈中心市街地活性

化͈̹͛ͅ計画̯̹ͦ貸事務所̤͢

͍賃貸住宅Ϋル́あͥȃ地下じ階͉駐

輪場Ȃじ階͉΀ントρンス͂΃έͿ

͂事務所Ȃ す～ せ階͉事務所Ȃ ぜ階

͉飲食店Ȃ そ～じず階͉共同住宅Ȃじせ

階͉共用͈ρ;ンΐ͂̈́̽̀いͥȃ

外観͉Ȃ白͈漆喰調塗材͂燻し銀͈

ΗͼルȂ溶融亜鉛̧͛̽ςン酸処理

鋼板ͬ使用しȂこ͈明暗・軽重͈対

比͉Ȃ和歌山城͈繊細̥̾重厚̈́美

し̯͈͂調和͂経年変化̽̀͢ͅ風

合いͬ増す建物͂̈́ͥ͢うͅ配慮し

̀いͥȃ

上部架構͉ じ～ ぜ階ͬ鉄骨造Ȫなねほ

柱ȫ͂しȂそ～じせ階ͬ鉄筋ン·ςー

ト造͂し̀いͥȃ高層階͈共同住宅

部͉Ȃ住戸͂し͈̀用途・居住性ͬ

重視し剛性ͬ高͛Ȃ低層階͉水平剛

性ͬ比較的小̯くし靭性ͬ高̹͛架

構͂すͥこ͂́Ȃ低層階͈́地震΀

ネルΆー吸収͂高層階͈́地震力͈

増幅ͬ抑えͥこ͂ͬ意図し̹ȃ地震

΀ネルΆー吸収部材Ȫ制振部材ȫ͉Ȃ

ήτース形状等も考え̦ͣͦͥȂ設

備配管ルート͈確保Ȃ室内͈͒出

入口等͈確保͈点̥ͣȂ間柱型͂し

̹ȃこ͈間柱型部材͉Ȃ低降伏点鋼

Ȫびむすすぜȫͬ用い̹間柱型̵ͭ断Ωネ

ルͬ組͙込͙Ȃ常時荷重支持部材͈

大地震時̤ͅけͥ損傷低減ͬ図ͥ計

画͂し̹ȃ̹͘Ȃ応答抑制効果̦十

分ͅあͥこ͂ͬ振動応答解析ͤ͢ͅ

検証しȂ確認し̹ȃ

剛性が高い住居階と変形能力が高い事務所階のコラボレーション

本建物͉Ȃ龍谷大学創立ずぞし周年事

業͈ひ͂̾͂し̀開設̯̹ͦȂ仏教

ͅ関すͥ総合博物館́あͥȃ敷地͈

西側͉堀川通ͤͬ隔̀̀西本願寺͂

向̥い合い東側͉ͅ油小路ͅ沿̹̽

門前町̦広̦̽̀いͥȃηνーΐͺ

θ̦必要͂すͥ展示室͂収蔵庫͈δ

ςνーθͬ地上ͅ確保す̹ͥ͛Ȃ΀

ントρンスγール͞京町屋͈伝統́

もあͥ中庭ͬ地盤面̥ͣずm下̦̹̽

地下じ階τベルͅ設け̹ȃ西側έ͹

΍ーΡ͈簾状ΓρηΛ·ルーΨー͉Ȃ

展示室͈コン·ςート͈量感ͬ視覚

的ͅ和̬̺ͣͥけ́̈́くȂ西日̦直

接壁ͅあ̹ͣ̈́い͢うͅ日射遮蔽͈

役割も果̹し̀いͥ東側͈油小路通

͈͒通ͤ͆け路地͞地下じ階͈΀ント

ρンスγール͒͂ͤ͢多く͈人ͬ誘

う̹͛堀川通ͤ側͈西側架構ͅずしｍ

͈ロンΈスΩンͬ採用し̀いͥȃこ

͈ロンΈスΩン架構ͬ実現す̹ͥ͛

ͅ右記ͅ示す工夫ͬ行̹̽ȃ

●構造種別の選択
美術品ͬ収蔵すͥ展示室͈気密性確

保ͬ優先̵̯Ȃ鉄骨造トρス架構͈

乾式工法͉́̈́くコン·ςート材料

ͬ用いͥ湿式工法͂しȂトρスͬ内

蔵し̹門型͈Sべな架構ͬ採用し̹ȃ

●コンクリートの収縮対策
打放し仕上̬͂̈́ͥ壁面コン·ςー

ト͈収縮対策͂し̀目地͈設置͈͕

̥Ȃ材料面͈́対策͂し̀以下͈対

策ͬ行̹̽ȃ

・ 水Γιント比発注ͥ͢ͅ単位水量

͈低減

・混和材͂し̀膨張材͈採用

●鉄骨建方コンクリート打設順序
通常͈施工計画͂し̹場合ロンΈス

Ωン中央部下端ͅコン·ςート͈ひ

͍割̦ͦ発生すͥこ̦͂懸念̯̹ͦ

̹͛コン·ςートͬ後打̻͂すͥ下

記͈͢う̈́施工順序͂し̹ȃ

ӱ 鉄骨建方Ȫ鉄骨トρスͅ΍εートͬ

設置：トρス上下弦材͈座屈対策ȫ

Ӳˎこˏ階床コン·ςート打設

ӳ ˎ こˏ階床コン·ςート強度発現後

ͅӱ͈΍εートͬ撤去

Ӵ 西面壁Ȫトρスȫ部分͈コン·

ςート打設

ӵ コン·ςート型枠̤͍͢支保工͈

撤去

広大な2層無柱空間の実現／30ｍ門型大架構を有する博物館

構造概要図

高
層
階

Ｒ
Ｃ
造

低
層
階

Ｒ
Ｃ
造

低層階床梁伏図

間柱型せん断パネル
ＣＦＴ柱 

最大応答層せん断力係数

低層Ｓ造、高層ＲＣ造としたことによる応答抑制効果（レベル2地震時）

増幅されていない

確認保有水平耐力
1/400

1/90

高
層
階
Ｒ
Ｃ
造

低
層
階
Ｓ
造

高
層
階
Ｒ
Ｃ
造

低
層
階
Ｓ
造

最大層間変形角建物外観写真

④コンクリート後打ち 

①鉄骨建方 

①鉄骨建方 

②床コンクリート打設 

③鉄骨サポート撤去 

③鉄骨サポート撤去 

④コンクリート後打ち 

④コンクリート後打ち範囲 

西側ファサード
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阿部野橋Ηーη΢ルΫル͉日本最高

高̯ずししｍ͈超高層Ηワーͬ中心͂し

̹近鉄阿部野橋駅͈増改築計画́あ

ͥȃ地域͈ρンΡζー·͂し̀先進

的環境配慮͂テ΢ント利用者等͈͒

利便・快適性͈両立͂い̹̽建築主

ΣーΒͅ対しȂ環境ό΁ͼΡ等ͬ組

͙入̹ͦ超高層ΩΛΏή計画͞様々

̈́省΀ネ技術ͬ導入し̹ͺ·テͻή

対策́そͦͅ答え̀いͥȃ

■オフィスエリアの環境配慮
●ヴォイドを通じた自然利用
外部͂通̲ͥ環境ό΁ͼΡͬ各΀ς

ͺͅ設け̀いͥȃ΂έͻス͉́ό΁

ͼΡͬ利用し̀外気ͬ取ͤ入ͦȂ利

用者̦自然ͬ感̲ͥ͂共ͅ外調機風

量低減͞΢ͼトΩーΐͬ行う計画ͬ

立̹̀Ȫ図ご じ こ すȫȃ導入外気ͬέロ

ͺ全般ͅ往̧渡̵̹ͣͥ͛ͅȂ発熱

̦少̈́い廊下天井内ͬ使用しȂ΀ͺ

έロー;ͻンΡ;排気ͥ͢ͅ誘引͂

天井内ͅ設置し̹押込͙έ͹ン͢ͅ

ͤ広く分布ͬ得ͣͦͥ͢うͅし̹ȃ

●エアフローウィンドウ
外装͉室内排気ͬ利用し̹΀ͺέ

ロー;ͻンΡ;͂し̀Ȃ快適̈́眺望

͂日射遮蔽・高断熱ͥ͢ͅβςιー

Ηー負荷低減ͬ両立し̹ȃ΀ͺέ

ロー風量͉έロͺ΀ͺΨρンス͞内

側びowごれ΄ρスͥ͢ͅ断熱性͈高̯ͬ

生̥し小風量͂しȂ̯ͣͅ日射ͬ受

け̈́い方位͉天井内排気͒切ͤ替え

ͥ機構͂し̹Ȫ図ご ずȫȃ

●LED照明による空間制御
΂έͻスベース照明͉びぬに͂すͥこ͂

́照明΀ネルΆー͈低減͂調色・調

光ͥ͢ͅ空間制御͈可能性ͬ広̬̹ȃ

自然採光ͥ͢ͅ調光ͅ加え̀Ζーン

毎ͅ色温度͂照度設定̧̦́ͥȃこ

͈ͦͣ制御ͤ͢ͅ΍ー΃Οͻͺンς

Βθͅ整合し̹利用者͈快適性͞プ

ロΘ·テͻΫテͻ向上͂照明電力低

減͈両立ͬ目指し̀いͥȃ

設備部門

大
おお

倉
くら

栄
えい

志
じ

生年月日　1977年 4月大阪市生まれ
最終学歴　 2003年大阪府立大学大学

院工学研究科機械系専攻
修士課程修了

業務経歴　2003年㈱竹中工務店入社
　　　　　2004年～大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2004年　箕面自由学園桂門ホール
2005年　イズミヤSC堅田店
2006年　 イズミヤSCポートアイラン

ド店
2006年　イオン登美ケ丘店
2008年　阪急西宮ガーデンズ
2009年～　阿部野橋ターミナルビル

■青年技術者のことば

建物͉使用者͈ΣーΒͬ具現化す

ͥこ͂́生͙出̯ͦͥも͈́あ

ͤȂそ͈原点͉安心安全ͬ満̹す

住居́あ̹̽ȃし̥し工業͈高度

化͂ΣーΒ͈多様化ͤ͢ͅ建物͉

巨大複雑化しȂ̯ͣͅそͦͣͬ背

景͂し̹΀ネルΆー消費͈増大

ͅȂい͘我々͉直面し̀いͥȃ一

方́生活規模͞経済活動͈縮小͉

多く͈困難ͬ伴いȂ容易͉́̈́

いȃこ͈͢う̈́時代̤ͅい̀Ȃ建

築ͅ関わͥ者͉単ͅ個々͈ΣーΒ

ͬ具現化し満̹す̺け́̈́くȂ長

期的視野ͅ立͈̽̀̓͢うͅ建物

ͬ構築す̥ͥͬ考えȂ進͛̈́けͦ

͊̈́ͣ̈́い͂考えͥȃ

私͉す͈̾大規模プロΐͿ·トͅ

携わͥこ͂ͬ通し̀Ȃ設備機能͂

し̀建築主͈ΣーΒ͞テ΢ント利

用者等͈利便・快適性͈充足ͬ図

ͥこ͂ͅ加えȂ社会͈͒影響̦大

̧い巨大建築͈環境΀ネルΆーͬ

考えͥ多岐・多様ͅ渡ͥ設備計画

ͬ行う貴重̈́経験ͬ得̹ȃ

今後͉実施̯̹ͦ計画ͬέ΁ロー

しȂ得̹ͣͦ技術知見̯ͬͣͅ追

求し̀活̥す͂͂もͅȂ技術͉万

能͂過信すͥこ͂̈́くȂ謙虚́Ψ

ρンスあͥ設備設計者͂̈́̽̀い

̧̹いȃ

■すいせん者

隅ȁ和弘

㈱竹中工務店大阪本店設計部

設備部門ȁ統括担当ȁ副部長

阿部野橋ターミナルビル「日本一の超高層ビルでの先進的環境配慮計画」

図 - 2：オフィス平面構成とヴォイドからの外気導入模式図

阪急西宮΄ーΟンス͉延床面積約すせ

万㎡ͅ百貨店͂総合スーΩーȂΏネ

コンͬ核͂し̹すそた͈専門店ͬ構成

すͥ西日本最大͈ΏοΛάンΈΓン

Ηー́あͥȃ

●モール空調計画
内部発熱̦大̧く年間冷房̹͂̈́ͥ

͛中央熱源͉氷蓄熱͞冷凍機ͬ主体

͂し̹冷水供給́あͥȃκール専門

店部分͉Ȃ共用部ͬとはぼ̀ͅȂ専門店

内ͬねなぼ̀ͅ冷房空調ͬ行う計画͂し

̹ȃ̹͘冬季ͅ暖房負荷̦発生すͥ

入口付近͞飲食店͉́個別͈空冷Pとな

΀ͺコンͬ設置し̹ȃ

●モール照明計画
従来ΏοΛάンΈΓンΗー͉́

じしししびァͬ超えͥ一様ͅ明ͥい照明̦

多̥̹̦̽Ȃこ͈施設͉́照度ͬ抑

えȂ変化͞視覚効果ͤ͢ͅ温̥̯͞

ΈτーΡ感ͬ演出しȂ合̵̀΀ネル

Άー低減ͬ図ͥ照明計画͂し̹ȃ΀

ントρンス͉́来場者ͬ迎えͥ暖̥

い空間͂し̀照度͂色温度ͬ抑えȂ

ͺΛΩーρͼト́高天井ͬ光̵ͣͥ

こ͂́明̯ͥͬ感̲ͥ計画͂し̹ȃ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排気 外気
（OA）

エアフローウィンドウ（排気）

中央
ヴォイド

ヴォイドからの
外気導入

天井内ファン
による押込み

エアフローウィンドウによる誘引

WC
排気

CORE

Light

Air

Void

図 - 1：環境ヴォイドの形成

フロートガラス

Low-e複層ガラス

ロールスクリーン(電動)

OHUへ
全排気

天井内排気
AFとの切替

（日射と時間制御）

図 - 3：エアフローウィンドウ

写真 - 1：エントランス

阪急西宮ガーデンズ　「西日本最大のショッピングセンターのモール設備計画」
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本計画͉Ȃじだした年Ȫ明治せじ年ȫͅ創

業しȂ静岡県͈焼津港͈発展͂共ͅ

歩̧̹ͭ́焼津信用金庫̦Ȃ創業じしし

周年ͬ記念し̀Ȃ市内郊外ͅ本部機

能ͬ移転すͥ計画́あͥȃ環境配慮

͂快適̈́΂έͻス空間͈統合ͬ実現

すべくȂȸ意匠・構造・設備計画͈融

合し̹環境配慮型΂έͻス͈新しい

̥̹̻ȹͬコンΓプト͂し̀計画ͬ

行̹̽ȃ

●設備設計コンセプト
設計コンΓプト͈実現ͅ向け̀Ȃ設

備設計者͂し̀Ȃ特ͅ以下͈ す点ͅ

力点̤ͬい̀設計ͬ行̹̽ȃ

・ PなȪプτキλスト・プτストτス

トコン·ςートぐ構造ͬ利用し̹

έ͹΍ーΡ計画ͥ͢ͅβςιーΗ

τス͈実現

・ 天井輻射冷暖房ͥ͢ͅ快適̈́΂

έͻス執務空間͈実現

竣工後͉΂έͻス執務空間͈温湿度・

気流環境͈実測ͬ行いȂ設計͈妥当

性͈確認・問題点͈改善ͬ行̹̽ȃ

● PC構造を利用したファ
サード計画

設計段階
建設場所̦冬季比較的温暖̈́地域́

あͥこ͂Ȃ用途̦΂έͻス́あͥこ

̥͂ͣȂ夏期・中間期̤ͅけͥ外部

̥͈ͣ日射͞熱負荷ͬȂ建物͈形状

́い̥ͅ低減す̥ͥȂ͂いうこ͂ͅ

̴͘主眼ͬ置い̀検討ͬ行̹̽ȃ

最終的ͅȂ室内ͅ柱͈̈́いす̧̽ͤ

͂し̹プρン計画Ȃ開口部ͅ開放性

ͬ持̵̹̾̾住宅͈͒視線交差͈緩

和等ͬȂスτンΘー̈́Pな造垂直ルー

ΨーͬじこたししmmάΛΊ室外ͅ配しȂ

Pな床板ͬ支えͥ構造柱͂すͥこ͂́

実現しȂ̯ͣͅ日射遮蔽装置͂し̀

͈機能も付加すͥこ͂ͅし̹ȃ΄ρ

ス部分͉Ȃ比較検討͈結果びowごれ΄

ρスͬ採用しȂ外装トーΗル́Ȃ日

射・熱負荷ͅ対し̀配慮す̥̹̻ͥ

͂し̹ȃ

竣工後
事務室βςιーΗ͈温度測定ͬ行̽

̹͂こͧȂ夏・冬共ͅ終日設定温度

付近́推移しȂͼンテςͺ部分͈͂

温度差もしさぜ℃以下́あͥこ͂ͬ確認

し̹ȃPな構造ͥ͢ͅ彫͈ͤ深いέ͹

΍ーΡ及͍びowごれ΄ρスͤ͢ͅȂ意図

し̀い̹室内環境及͍βςιーΗτ

スͅ近い状態ͬ実現し̀いͥこ͂ͬ

確認し̹ȃ

●天井輻射冷暖房方式の計画
設計段階
·ρͼͺント̥͉ͣȂΏンプル́使

い͞すい空調Ȃ現社屋͈空調͈問題

点́あͥ室内機͈Ρρέト対策̦要

望͂し̀挙̬̹ͣͦȃ

̴͘空調方式͉Ȃ使い勝手・ιンテ

΢ンス性等ͬ考慮し̀Ȃ電気式ΩΛ

Ήーΐ方式͂し̹ȃ次ͅΩΛΉーΐ

方式ͤ͢ͅȂい̥ͅΡρέトͬ感̲

̈́い空調ͅす̥ͥͬ検討し̹ȃ設計

Ιーθ内͈́議論͈結果ȂPな梁͏͂

こͧͬ全面΍プρͼΙλンΨー͂しȂ

ͺルηΩンΙンΈ天井̥ͣ染͙出す

͢うͅ吹̧出しȂ同時ͅ天井全面́

輻射ͬ行う空調方式͂し̹ȃ但しȂ

本方式͈前例̦̥̹̹̈́̽͛Ȃӱ考

えͣͦͥ課題ͬ抽出ȂӲ解決す̹ͥ

͈͛手法ͬ立案Ȃӳ施工時実験͢ͅ

ͥ確認Ȃ͂いうステΛプͬ踏ͭ́造

ͤこ͚計画͂し̹ȃ

じȫͺルη天井̤ͅけͥ結露問題

結露防止用τΗンέ͹ンͬ設置しȂ

吹出空気͂混合しȂ吹出温度ͬ室内

露点温度以上ͅすͥȃ

すȫΡρέトτス͈̹͈͛吹出風速

ΩンΙンΈ吹出口出口風速́じさしmざs

以下͂̈́ͥ͢うͅȂ吹出口設置箇所

数・τͼͺ;トͬ設定ȃ

ずȫβςιーΗ͈負荷処理

外皮負荷処理ͅ対応す̹ͥ͛ͅȂβ

ςιーΗ用έ͹ンͬ設置しȂ窓際室

温ͤ͢ͅ風量制御ͬ行う計画͂し̹ȃ

施工段階
上記じȫ～ずȫ͈課題ͅ対すͥ手法̦

問題̈́い̥ͬ定量的ͅ評価す̹ͥ͛

ͅȂ工場実験室̀ͅ結露実験Ȃ吹出

特性実験Ȫ冷房・暖房ȫͬ行̹̽ȃ

実験̀ͅ机上計算通̥ͤ̈́ͣ̈́̽ͅ

̹部分ͅ対し͉̀Ȃそ͈都度改善策

ͬ検討し再実験ͬ繰ͤ返しȂ最終的

ͅ実験ΟーΗͬ元ͅȂ実際͈施工ͅ

反映し̹ȃ

竣工後
Ⱥ夏季実測Ȼ

温熱環境・気流環境共Ȃ設計͈意図

通ͤ̈́̽̀ͅいͥこ͂ͬ確認し̹ȃ

̹͘Ȃ·ールΫΒ対応́も快適性ͬ

維持̧́̀いͥこ͂ͬ確認し̹ȃ

Ⱥ冬季実測Ȼ

空調運転開始後Ȃ若干暑い状態ͅ

̈́̽̀いͥこ̦͂実測́わ̥̹̽ȃ

こ͈点ͬ改善す̹ͥ͛ͅȂ室内機ͬ

送風運転＋外調機ͤ͢ͅ外気冷房ͬ

行うκーΡͅ変更しȂ再度温度状況

ͬ実測しȂすせ℃程度͈快適̈́温度状況

̈́ͥͅ運転ͅ調整すͥこ̧̦̹͂́ȃ

設備部門

西
にし

山
やま

史
ふみ

記
のり

生年月日　1979年 3月兵庫県生まれ
最終学歴　2003年名古屋大学大学院
　　　　　環境学研究科修了
業務経歴　2003年㈱日建設計入社
　　　　　 設備設計部門設備設計部

所属
●担当した主なプロジェクト
2005年　レクサス店舗　設計・開発
2007年　焼津信用金庫本部社屋
2009年　金山センタープレイス
2010年　岡﨑信用金庫支店店舗　他
2011年　 名古屋市立西部医療セン

ター
2011年　名古屋市科学館

■青年技術者のことば

年々Ȃ設備設計者͈役割̦多岐ͅ

わ̹̽̀いͥ͂感̲̤̀ͤȂ多様

化すͥ·ρͼͺント͈ΣーΒͬ的

確ͅ捉え̀Ȃ付加価値ͬ見出しȂ

表現すͥこ̦͂重要̧̈́̽̀̀ͅ

いͥȃ

そ͈͢う̈́中́Ȃ私̦常日頃心̦

け̀いͥこ͉͂Ȃ積極的̈́コην

ΣΉーΏοンͤ͢ͅ·ρͼͺント

͈ΣーΒͬͤ͢多く引̧出すこ

͂Ȃ与件ͬ整理し̹上́付加価値

͂̈́ͥテーζͬ設定すͥこ͂Ȃそ

ͦͬ実現すべくȂ建築͂一体͂

̹̈́̽省΀ネルΆー͞快適性ͬ高

͛ͥ仕組͙等Ȃ実効性͈あͥ仕組

͙ͬ̾くͥこ͂́あͥȃ

焼津信用金庫本部社屋͈設計́

͉Ȃ·ρͼͺント͈ΣーΒͬ自分

̈́ͤͅ解釈しȂ新しい空調方式ͬ

提案し̹ȃそし̀Ȃ問題点͂解決

策͈立案Ȃ実験ͥ͢ͅ性能確認Ȃ

竣工後͈執務空間̤ͅけͥ環境検

証Ȃ͂いうプロΓスͬ踏͙Ȃ本プ

ロΐͿ·ト́し̧̥́̈́いこ͂ͬ

自分̈́ͤͅ考えȂ造ͤこ͚こ̦͂

̧̹́͂感̲̀いͥȃ

今後もȂ·ρͼͺント͈多様̈́

ΣーΒͬし̥̽ͤ͂く͙͂ͤȂ

いͧいͧ̈́角度̥ͣ考えȂそͦͬ

一̾ひ͂̾設計ͅ反映しȂ魅力あ

ͥ建物ͬ造ͤ上̬̀いくこ͂ͅ邁

進し̀い̧̹いȃ

■すいせん者

本多ȁ敦

株式会社日建設計

設備設計部門副代表

意匠・構造・設備計画の融合した『環境配慮型オフィス』の実践　～焼津信用金庫本部社屋～

事務室内観

南側外観（構造体を兼ねたPC垂直ルーバー）

外気 外気

下がり天井
室内機
SAチャンバー

チャンバー内吹出口

吹出部分
塞ぎ部分

アルミパンチングパネル
（600×600m）

ペリメーターファン
（インバータ付）

ペリメーター吹出

PCリブ
PC庇

ペリメーター吹出チャンバー

全面サプライ
チャンバー

PC梁
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,4
00

レタンスリット

天井輻射冷暖房方式概要

気流可視化実験（実験室）
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梅田阪急Ϋル建替工事͉既存百貨店

ͬす期ͅ分割し̀Ȃ地上せじ階ご地下す

階Ȃ延床面積約すぜ万㎡ͬ有すͥ複合

Ϋルͅ建̀替えͥプロΐͿ·ト́あ

ͥȃ図－ じ͈̤͂ͤ す期工事͉西面

ͅ接道すͥ国道じぞそ号線̥͈͙͈ͣͺ

·Γス͂̈́ͤȂ台形上͈敷地一杯ͅ

建物̦設計̯ͦ̀いͥȃ特徴͉以下

͈̤͂ͤ́あͥȃӱ既設百貨店͈半

分ͬ営業し̦̈́ͣ残ͤ半分ͬ解体Ȃ

新築すͥȂ梅田中心市街地͈動線ͬ

切ͤ替え̦͈̈́ͣ工事́あͥȃӲ非

常ͅ軟弱̈́地盤́あͥ大阪梅田地区

̤ͅい̀Ȃ北ͅ老朽化し̹Jべ在来線

高架Ȃ西ͅ地下鉄御堂筋線梅田駅̦

近接し̹中͈́大深度逆打工事́あ

ͥȃӳ大阪梅田地区͈百貨店競争̦

激化すͥ中Ȃ早期開業ͬ熱望̯̹ͦ

超短工期現場Ȫ昼夜施工体制ȫ́あ

ͥȃӴ西面道路͉車両交通量͈多̯

ͅ加え̀歩行者通行量も非常ͅ多くȂ

̹͘地下接続̤͍͢歩道橋接続工事

計画͈̹͛Ȃ搬出入Ίートͬ設置́

̧ͥ位置͞使用時間̦限定̯ͦͥȃ

当工事͈技術的課題͉Ȃ近接施工・

軟弱地盤͂いう条件下ͅ加えȂ厳し

い搬出入条件͈̥̈́Ȃい̥ͅし̀超

短工期ͬ実現̧̥́ͥ͂いう点ͅ

あ̹̽ȃ

●地下工事計画
大深度掘削Ȫのびごじぜさたmȫͬ実施すͥ

ͅあ̹ͤȂ図ご す͈͢うͅ順打̻͂逆

打̻ͬ複合̵̯̹地下工事工法Ȫ部

分逆打̻ȫͬ採用し̹ȃ既存 じ階ス

ρήͬ山留͛壁施工時͈作業床͂し

̀利用し̹後Ȃ順打̻部͉地下躯体

ͬ解体し̀作業地盤ͬじねびごじしさぜmͅ下

̬̀杭地業Ȃ地下鉄骨工事ͬ行いȂ

じ階Ȃどじ階スρήͬ打設すͥȃ外周

部͞仮設スロープ部͂い̹̽先行掘

削̧́̈́い範囲͉Ȃ逆打̻̀ͅ躯体

ͬ構築すͥȃ既存躯体補強͉Ȃ既存

じ階スρήͬ増し打̻しȂ下階ͅコ

ン·ςート支柱ͬ設置すͥ計画͂し

̹ȃこ͉ͦͣ地上解体͂並行し̀設

置̧́Ȃ地下解体すͥ際ͅ同時解体

̧̹́ͥ͛Ȃ補強ͥ͢ͅ工程͈͒影

響͉̈́いȃ

部分逆打̻͂すͥこ͂́Ȃ杭地業工

事̤ͅけͥ埋戻し͉外周部Ȫ逆打部ȫ

͈͙͂̈́ͤȂ既存地下解体後͈埋戻

し分͈掘削ͅ伴う工程̤͍͢コスト

̦削減̧́ͥȃ̹͘外周部以外͉仮

設スロープͤ͢ͅ低い作業地盤Ȫのびご

じしさぜｍȫ́杭͈施工ͬ行う̹͛Ȃ地

業工事͈̹͈͛桟橋架設͞既存躯体

͈補強͉不要͂̈́ͥȃ逆打̻範囲͈

じ階床躯体施工時͉Ȃ段階的ͅ床ͬ

構築し̀いくこ͂́桟橋͈架設ͬ省

略し̹ȃ

●山留͛計画͂近接施工対応

地盤構成͉Ȃのび－ぞm前後̥ͣのび－すぞm

程度́͘ふ値 ず以下͈沖積粘性土層Ȃ

そ͈下部͈のび－ずぞm付近̦́͘第一天

満層͂呼͊ͦͥ被圧帯水層́あͤȂ

地下水位͉のび－すさずm͂いう高い水位

ͬ有し̀いͥȃ山留壁͉のび－ずだｍ͘

́͂しȂ遮水すͥ計画͂し̹ȃ図ご ず

ͅ山留͛工事計画͈概要ͬ示すȃJべ

高架橋͈͒影響ͬ最小限ͅ抑え̹ͥ

͛Jべ近接部́あͥ北西部ͬ壁剛性͈

高いぶまS工法͂しȂ加え̀変形抑制͈

目的́˳Ｆ杭ͬΨΛトτス͂し̹ȃ

本工事͉́Jべ大阪環状線高架橋Ȃ大

阪市営地下鉄御堂筋梅田駅̦近接施

工͈対象範囲ͅ該当し̹ȃJべ近接構

造物ͅ対し͉̀ȂねぬM解析ͥ͢ͅ変状

予測ͬ行いȂ近接協議ͬ実施し̹ȃ

構造物͈応力照査ͥ͢ͅ影響検討̦

困難̈́こ̥͂ͣȂ建築学会͈建築基

礎構造設計指針ͅあͥ構造物ͅ悪影

響̦発生すͥ変形角ͬ元ͅ管理値設

定ͬ行いȂ各高架橋柱͈傾斜角ͬ計

測し̹ȃ地下鉄構造物͈͒影響検討

͉ȂねぬM解析̤͍͢応力照査ͤ͢ͅ実

施し̹ȃねぬM解析͉́Ȃ山留͛変形ͅ

ͥ͢解析͂ςΨ;ンΡͥ͢ͅ解析ͬ

分け̀そ̸ͦͦͅ地盤͈弾性係数ͬ

設定しȂ施工段階̮͂ͅ検討ͬ行̽

̹ȃ地下鉄構造物凾体͉Ȃ水路式変

位計͈自動計測ͤ͢ͅ水平̤͍͢鉛

直変位ͬ計測しȂͼンΗーネΛトͬ

介し̀ςͺルΗͼθͅ閲覧̧́ͥ環

境̤ͅい̀Ȃ施工ͬ進̹͛ȃ

●地上工事計画
地上鉄骨工事͉ じ階床ͬ構築し̹範

囲̥ͣ順次行いȂ北工区͉Jななごせししͬ

す台̀ͅ積層工法Ȃ南工区͉すししt·

ローρー·τーンͥ͢ͅ屏風建̀工

法͂し̹ȃ じ階͈車両動線計画͉逆

打̻工事̤ͅい̀工程ͬ左右すͥ非

常ͅ重要̈́要素́あͤȂ全体工程ͅ

対し̀大̧̈́影響ͬ及͖すȃ じ階床

スρή上ͬ作業及͍資材荷捌̧μー

Ρ͂し̀利用す̦ͥȂ地上Ȃ地下͂

もͅ敷地ͅ余裕̦͕͂ͭ̓̈́くȂ地

上・地下工事ͬ並行し̀施工すͥ工

程͉́ˍ階͈車両動線̦錯綜し̹状

況͂̈́ͥこ̦͂予想̯̹ͦȃ制約̦

多い立地条件ͬ踏͘え以下͈物流計

画ͬ実施し̹ȃӱΊート̦ す΃所し

̥̈́い̹͛幅じそｍ͈ す枚Ίートͬ設

置しȂ搬入車͂搬出車ͬ同時ͅ出入

̧ͤ́ͥ͢うͅ計画し̹ȃӲ地上・

地下工事ͬ共ͅ効率͢く進̹͛ͥ͛

ͅȂどじ階中央部Ȫ順打̻部ȫ͈床躯

体工事完了後ͅȂ じ階̥ͣどじ階͈͒

仮設͈スロープͬ設置し̹Ȫ図ご せȫȃ

作業μーΡ͂し̀Ȃどじ階ͬ地下工事

͈資機材搬出入̤͍͢地上・地下躯

体構築時͈コン·ςート打設μーΡ

͂しȂ じ階ͬ地上鉄骨Ȃ揚重Ȃ掘削

μーΡ͂し̹Ȫ図ご ぜȫȃこͦͤ͢ͅ

車両動線͈分離̦可能͂̈́ͤȂ安全

性͈確保ͅ加え物流・搬送効率͈

向上ͬ図ͥこ̧̦̹͂́ȃӳ仮設

΀τベーΗーͅ載ͣ̈́いぜmͬ超えͥ

ΏλΛΗー͞設備機器Ȫ空調機ȫ͉Ȃ

そ͈範囲͈構造床ͬPな化すͥこ͂ͅ

ͤ͢Ȃ先行揚重ͬ可能͂し̹ȃ

●まとめ
以上͈対応策ͬ実施すͥこ͂́Ȃ当

工事͈技術的課題ͬ·ςͺ̧̹́ȃ

過去͈同類工事̤ͅい̀部分的̈́逆

打̻工事͈事例͉少̈́くȂ当工事͈

実績ͬ今後͈同類工事͈施工計画ͅ

水平展開し̹い͂考え̀いͥȃ

施工部門

稲
いな

葉
ば

吉
よし

亮
あき

生年月日　昭和51年8月富山県生まれ
最終学歴　1999年東北大学工学部
　　　　　建築学科卒業
業務経歴　 1999年株式会社大林組　

入社
　　　　　 2002年本店建築見積部積

算課
　　　　　 2009年本店建築生産技術

部計画第 1課
　　　　　 2010年東京本社技術本部

技術研究所地盤技術研究
部

　　　　　 2010年大阪本店建築事業
部生産技術部計画第１課

●担当した主なプロジェクト
1999年　国立岡山病院整備第2期工事
2001年　エルピーダメモリ新棟
2001年　 セイレイ工業㈱本社工場新

塗装工場
2002年　ゆめタウン長府店増築
2003年　 阪神パーク跡地計画（らら

ぽーと甲子園）
2004年　 チャーミング・スクウェア

南芦屋
2006年　ア・デイ彩都
2007年　梅田阪急ビル建替

■青年技術者のことば

私͉当工事̤ͅい̀じ期工事͉現

場工事担当主任͂し̀着任しȂ現

場施工管理業務ͬ担当し̹ȃす期

工事͉Ȃ生産技術部計画課副課長

͂し̀Ȃ施工計画͞近接施工対

応Ȃ各種解析等ͅ関わͥ業務͈中

心的̈́担い手͂し̀関与し̹ȃこ

͈プロΐͿ·トͬ通̲̹ぜ年間͉Ȃ

私͂̽̀ͅ大変貴重̈́経験́あ̽

̹ȃ要求̯̹ͦ超短工期͞厳しい

施工条件͈̹͛Ȃ数々͈難題ͬ·

ςͺす̹͉ͥ͛ͅȂ多く͈関係機

関͈͂事前協議͞取ͤ合い調整̦

必要́あͤȂ様々̈́部門͈͂連

携Ȃ協同̦不可欠́あ̹̽ȃ問題

解決͉Ȃ小̯̈́工夫Ȃ改善͞日々

͈努力͈積͙重͇ͤ͢ͅ大̧̈́成

果ͬ得ͥも͈も多いȃ̹͘在来技

術͈先入観͂ͣͅわͦͥこ͈͂̈́

い斬新̈́発想̦Ȃそ͈ͦͣ過程́

生ͦ͘Ȃ新̹̈́今後͈建築技術͈

向上͞開発ͅ繋̦̽̀いくも͈͂

私͉考えͥȃそうし̹意識ͬ持̽

̀Ȃ今後も業務ͅ取ͤ組͙続け̹

い͂思うȃ

■すいせん者

奥田ȁ和弘

大林組大阪本店建築事業部生産技

術部計画第ˍ課長

梅田阪急ビル建替工事（2期工事）の施工計画と実施

図- 1 　周辺図
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図- 2 　部分逆打ち工事概要図

図- 3 　山留め工事計画（2期）

写真- 1 　建物全景（北西より）

図- 4 　 1階動線計画図（ 2 期）

図- 5 　地下と地上の動線分離
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本工事͉Ȃ既存建物ͬ修復す̹ͥ͛Ȃ

建物ͬ覆う素屋根ͬ建設すͥ工事́

あͥȃ敷地条件Ȃ周辺環境ͬ踏͘え

トρベςンΈ工法Ȫ通常Ȃ·τーン

ͬ設置Ȃ移動̵̯̦ͬ̈́ͣ建物ͬ構

築すͥ方法ͅ対しȂ建物周辺̦狭くȂ

·τーン͈設置場所̦限定̯ͦͥ場

合ͅȂ新̹ͅ建̹̀建物自身ͬ移動

̵̯ͥ工法ȫ̦必要́あ̹̽ȃし̥

しȂこ͈ͦ́͘施工実績ͬ超えͥ高

̯せすさぜm͈塔状建物ͬトρベςンΈ̯

̵̹ͥ͛Ȃ従来以上ͅ転倒ͅ対すͥ

対策̦求̹͛ͣͦȃ今回Ȃ新̹ͅ考

案し̹柱脚固定方法͂転倒防止機構

ͬ用い̹新しいトρベςンΈ工法ͬ

開発しȂ安全施工ͬ実現し̹͈́こ

こͅ報告すͥȃ

写真- 1　素屋根組立時

●施工条件
敷地内͉遺構保護͈̹͛短期地耐力

じそしをふざ㎡ͅ制限̯ͦȂ建物周辺͉·

τーン設置場所̦̈́いこ̥͂ͣトρ

ベςンΈ工事̦必要̯͂ͦ̀い̹ȃ

̹͘塔状͈素屋根ͬトρベςンΈ施

工すͥこ̥͂ͣ建方̥ͣ移動ͅ至ͥ

全͈̀段階̤ͅい̀Ȃ大地震ͅも対

応し得ͥ高い安定性̦求̹͛ͣͦȃ

加え̀着工後短期間́素屋根構造体

ͬトρベςンΈ工事ͅ対応̧́ͥ͢

う補強͈有無Ȃ柱脚部͈トρベςン

Έ対応̾ͅい̀技術担当者͂し̀求

̹͛ͣͦȃ

●トラベリング時の課題
前述し̹施工条件ͬ踏͘えȂ安全ͅ

トρベςンΈ工事ͬ実施す̹ͥ͛ͅ

解決すべ̧課題͉以下͈通ͤ́あͥȃ 

ӱ短期間́対応̧́ͥ͢うȂ牽引機

構͞τールȂ補強等ͬ如何ͅ設計変

更ͬ少̈́くし̀盛ͤ込͚̥ 

Ӳ高̯ːˎさˑm͈素屋根ͬトρベς

ンΈすͥ中́Ȃも̽͂も不安定͂̈́

ͥ初期トρベςンΈ時͈安定性ͬ如 

何ͅ確保す̥ͥ 

ӳ素屋根解体時ͅも利用̧́ͥトρ

ベςンΈ機構ͬ如何ͅローコスト́

実現す̥ͥ

■ トラベリング対応の柱脚の納
まり

通常ȂトρベςンΈ機構ͬ採用すͥ

上́最も大̧く変更ͬ要す͈͉ͥ

τール͂取ͤ合う柱脚部́あͥȃ多

く͈トρベςンΈ工法͉́Ȃ平滑度

͞強度確保Ȃ施工性̥ͣは型鋼ͬτー

ルͅ採用すͥ場合̦多い̦Ȃ柱͞斜

材͈͂接合部Ȃ柱脚ͺン΃ー部̈́̓

́設計変更̦必要́あ̹̽ȃ今回Ȃ

柱脚部͈形状͕ͬ͂ͭ̓変えͥこ͂

̈́くȂτベル調整κルΗル代ぜしmm͈

中́対応̧́ͥ新̹̈́トρベςンΈ

機構ͬ考案しȂ採用し̹ȃ

写真- 2　柱脚部の詳細

写真- 3　油圧ジャッキ設置状況

■転倒防止機構
トρベςンΈ初期段階͉Ȃ素屋根高

̯̦せすさぜmͅ対しȂ幅だm͈非常ͅ細長

い形状͂̈́̽̀いͥȃ移動中͉地面

͂縁̦切ͦ̀い͉ͥ͂いえȂすべͤ

材͈静止摩擦係数くμ＝しさすぐͅ加えȂ

τール面ͅ不陸Ȃ段差等̦あͥ͂大

̧̈́抵抗̹͂̈́ͥ͛Ȃこ͈状態́大

地震̦発生すͥ͂素屋根̦転倒すͥ

恐̦ͦあͥȃそこ́以下͈対策ͬ講

̲ͥこ͂͂し̹ȃ

ӱ横方向͈͒滑動͂柱脚部͈浮̧上

̦ͤͬ防止す̹͈ͥ͛΄ͼΡτール

͈設置

Ӳ移動方向前方͈安定度ͬ高͛Ȃ柱

脚引抜力ͬ低減す̹͈ͥ͛ͺ;トς

΄ー͈設置

ӳ後方͈͒転倒防止用ͅベント構台

上部ͅ設け̹屋根トρス支持τール

͈設置

写真- 4　アウトリガー設置状況

写真- 5　柱脚裏すべり材敷設状況

●まとめ
本開発́得̹ͣͦ成果ͬ以下ͅ示すȃ 

ӱこ͈ͦ́͘施工実績ͬ超えͥ高̯

せすさぜm͈塔状͈素屋根トρベςンΈ工

事ͅ対しȂ考案し̹転倒防止機構ͬ

採用すͥこ͂ͤ͢ͅȂ安全ͅ工事ͬ

完遂̧̹́ȃ 

Ӳ設計変更ͬ極力少̈́く̧́ͥトρ

ベςンΈ対応用͈柱脚納ͤͬ͘新̹

ͅ開発しȂ工期遵守͂安全性向上ͬ

図̹ͦȃ 

今回新̹ͅ開発し̹柱脚納ͤ͘ͅ関

し̀Ȃ特許申請中́あͤȂ今後類似

͈物件͈́設計・施工ͅ役立̾も͈

͂考え̀いͥȃ̹͘Ȃ筆者自身̤ͅ

い͉̀本プロΐͿ·ト́得̹知識͂

経験ͬ活̥しȂ今後もい̥̈́ͥ課題

ͅ対し̀も常ͅ前向̧̈́姿勢́取ͤ

組ͭ́いく所存́あͥȃ

施工部門

小
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野
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孝
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一
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生年月日　1985年 6月愛媛県生まれ
最終学歴　 2007年広島工業大学工学

部電気・デジタルシステ
ム工学科卒業

業務経歴　 2008年㈱竹中工務店 入社、
松下PDP第 5工場作業所、
大阪本店技術部、大阪本
店調達部

　　　　　2009年大阪本店技術部
●担当した主なプロジェクト
2010年　 梅田北ヤードBブロック作

業所
2011年　 旧ホテルプラザ解体工事作

業所

■青年技術者のことば

トρベςンΈ工法ͬ採用すͥͅ当

̹ͤȂ高い安定性ͬ確保すͥこ͂

͉当然͈こ͂́あͥȃし̥しȂ今

回͉こ͈ͦ́͘施工実績ͬ超えͥ

高̯せすさぜm͈素屋根ͬトρベςン

Έ̵̯ͥ必要̦あͤȂ̹͘近畿地

方ͅ起こͤ得ͥ大地震ͅ対応可能

̈́Ȃ高い安全性ͬ備え̹新しいト

ρベςンΈ工法̦要求̯ͦȂ技術

担当者͂し̀開発ͅ取ͤ組̺ͭȃ

地震対応ͅ加えȂ高ͺスβ·ト比

͈塔上建物ͅ対し̀トρベςンΈ

工法ͬ短期間́適用̵̯ͥこ͉͂

困難́あ̹̽ȃし̥しȂ実現́͘

͈プロΓス͉ͅ紆余曲折̦あ̹̽

も͈͈Ȃ諸先輩方̦築̧上̧̬̀

̹既往技術ͬベースͅȂ今回新̹

ͅ開発し̹転倒防止機構͂柱脚部

͈納ͤͬ͘融合̵̯Ȃ安全性Ȃ品

質及͍経済性ͅも配慮し̹新しい

工法ͬ開発すͥこ̧̦̹͂́ȃ

社会的ͅ安全ͅ対すͥ要求̦高͘

ͥ中Ȃ一見困難ͅ思えͥ技術Ȃ工

法̤ͅい̀も実現̵̯͢う͂すͥ

意志ͬ持̻続けͥこ͂ͤ͢ͅ成果

ͬあ̬ͣͦͥも͈̺͂考えͥȃ

今回͈経験͂培̹̽技術ͬも̽

̀Ȃ技術者͂し̀社会貢献し̀い

̧̹い所存́あͥȃ

■すいせん者

森田将史

㈱竹中工務店 大阪本店 技術部

機械・電気担当 課長

転倒防止機構を備えた塔状建物対応型トラベリング工法の開発

図- 1　トラベリング概要
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設備領域̤ͅけͥどばM͈展開̾ͅい̀

取ͤ組̧̹ͭ́内容̾ͅい̀実施事

例ͬあ̬̀説明すͥȃ

● 基礎躯体におけるBIMを活
用した配管ルート検討

建築形状̦̥ͥ̈́͠͞曲面ͬ有し̀

い̹ͥ͛Ȃ不整形͈基礎躯体形状͂

̈́ͤ合理的̈́設備ルート͂躯体施工

図͈整合性͈確認̦必要́あ̹̽ȃ

汎用設備なとに́作成し̹άΛト内配管

図ͬΟーΗ変換ͤ͢ͅ設備用ずになとにͅ

取ͤ込͙Ȃ建築用ずになとに́作図し̹基

礎躯体͈ずにκΟル͂統合すͥこ͂́Ȃ

基礎梁͈配管貫通状況ͬ構造担当者

͂情報共有し̀調整事項ͬ瞬時ͅ確

認̧̹́ȃ施工担当者͞専門工事会

社͂一緒ͅ改善事項͞調整内容ͬずに

κΟル̀ͅ確認ͬ実施し̀早期ͅ高

精度͈配管施工図͈造ͤ込͙ͬ実施

し̹ȃ

● 3D施工図モデルを活用し
た配管ルートの合意形成

Ϋルιンテ΢ンス事業者́あͥ発注

者͈ΣーΒ͂し̀Ȃ配管・Θ·ト・

機器ͬすべ̀露出͂しḀ̑̾意匠性

ͅ配慮しȂ̹͘ȂΘ·ト部͈清掃等

͂い̹̽実務的̈́研修ͅも活用̧́

ͥ設備τͼͺ;ト̦必要́あ̹̽ȃ

そこ́Ȃ電気Ȃ空調設備͈各種施工

図ͬずにκΟル化しȂ建築ずにκΟルͅ

統合し̀Ȃ什器͞設備͈配置状況ͬ

可視化すͥこ͂́Ȃ意匠設計者及͍

発注者͈͂情報共有ͬ直観的ͅわ̥

ͤ͞すくすͥこ͂ͬ可能ͅし̹ȃ発

注者͈͂打合̵時ͅȂずにκΟル内́

歩行ΏηντーΏοンͬ行いȂ詳細

̈́要望ͬ確認し̦̈́ͣ配管ルート͞

照明͈配置ͬ調整し̹ȃ

統合モデル

● 既存建物の大規模設備機械
室のBIMモデル化

約じぜすこししし㎡͈大規模΂έͻスΫル

͈基幹設備機能ͬ維持し̦͈̈́ͣ改

修工事́あ̹ͥ͛Ȃ輻輳し̀いͥ多

く͈既存設備͈͂取ͤ合い̦あͤȂ

誤̹̽配線・配管͈切断͉避け̈́け

ͦ͊̈́ͣ̈́いȃ多種͈配管・Θ·ト

̦輻輳し̤̀ͤȂ従来͈施工図Ȫ平

面図・断面図ȫ̺け͉́着工́͘ͅ

発注者͈͂齟齬͈̈́い合意形成ͅ多

く͈時間ͬ要しȂ̹͘現状ͅ合致し

̹正確̈́施工図͈作成Ȃ作業関係者

全員͈十分̈́相互理解Ȃ施工計画͒

͈反映̦難しいȂ͂い̹̽課題解決

ͬ目的͂し̀どばM͈活用ͬ実施し̹ȃ

専門工事会社及͍関連機器ιー΃ー

作成͈平面図・断面図͂い̹̽一般

的̈́す次元ΟーΗ͈施工図ͬも͂ͅȂ

設備ずになとに̀ͅトτースし̀設備ずにκ

Οルͬ作成しȂ一般的ͅ広く普及̯

ͦ̀いͥずにごPにねΟーΗ形式ͅ変換す

ͥこ͂́Ȃ発注者́も簡単ͅずにκΟ

ルͬ確認̧́ȂスθーΒͅ社内検討

͞ιンテ΢ンススβース͈事前確認

̦実施̧̹́ȃ

仮設計画͞工事中͈作業手順͈説明Ȃ

なとにごなとM͈͒展開͂い̹̽Ȃ工程͈各

場面́一貫し̀同一設備κΟルͬ活

用すͥこ̧̦̹͂́ȃ

３Ｄ設備施工図モデル

ＣＡＤ-ＣＡＭへの適応
（プレハブ配管）

日常の安全管理

仮設計画

各種専門工事間調整

見積・積算

発注者との早期合意形
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● 3Dレーザースキャナーに
よる既存設備のモデル化

大規模̈́設備機械室内ͅ基幹設備̦

集約̯ͦȂ営業中͈γテル͈熱源機

器更新及͍配管改修工事̤ͅい̀Ȃ

天井高̯そｍ͈機械室内̤ͅい̀改

修対象外͈配管̤͍͢ΉーήルρΛ

·・Θ·ト類̦輻輳し̀い̹ͥ͛Ȃ

施工計画時̤ͅけͥ精度͈高い実測

調査̦必要̈́ͥͅȃ

そこ́ȂどばM͈要素技術͈一̾́あͥ

ずにτーΎースキλ΢ͥ͢ͅ現況計測

ͬ計画・実施しȂ既存設備͈ずにκΟ

ル化ͬ行いȂ新設͈設備配管施工図

͈͂照合・調整ͅ活用し̹ȃ

ずにτーΎースキλ΢ー͉高所部́も

安全̈́計測作業̦可能́Ȃ̯ͣͅ大

規模̥̾複雑̈́表面形状́あ̽̀もȂ

短時間́高精度̈́計測ΟーΗͬずになとに

ΟーΗ͂し̀得ͥこ̧̦͂́ͥȃ

次͈手順́計測ΟーΗͬ処理し̹ȃ

じȫ既存設備解体撤去作業着手前ͅ

設備機械室内͈現況ͬ死角͂̈́ͥ部

位̦極力̈́く̈́ͥ͢うͅ多点εͼン

ト̤ͅけͥ計測Ȃ すȫ各εͼント́

͈計測́得̹ͣͦ点群なとにΟーΗͬ合

成Ȃ ずȫ塵͞反射光͂い̹̽ΦͼΒ

ΟーΗ͈除去Ȃ せȫ配管・Ήーήル

ρΛ·・Θ·ト͂い̹̽部材種別̮

͈͂仕分けȃ

上記́得̹ͣͦ点群ずにΟーΉ表現

̯̹ͦ配管・Θ·ト͈概形͂照合し

̦̈́ͣずに設備なとにͬ使̽̀トτースす

ͥこ͂ͤ͢ͅȂ既存設備͈ずにκΟル

ͬ作成し̹ȃ実際ͅ検討途中͈新規

配管κΟル͂統合しȂ既存κΟル͂

͈干渉状況ͬ確認・調整すͥこ͂́Ȃ

詳細̈́実測作業ͬ省略し̀精度͈高

い施工図ͬ作成し̹ȃ

３Ｄレーザースキャナー活用による計測
データの処理フロー

干渉状況の確認効果モデル

●今後の展望
こͦ́͘様々̈́用途͈新築・ς

ΣνーͺルプロΐͿ·ト̤ͅい̀Ȃ

生産設計・施工管理͂いう立場́どばM

ͬ活用し̀多く͈課題解決ͬ実施し

̧̹̀経験̥ͣȂ設計̥ͣ施工͈͒

Ώーθτス̈́情報連携͈̹͉͛ͅȂ

既存͈業務έロー̥ͣ脱却し̹生産

プロΓス͈変革̦必要́あͥこ͂ͬ

確認しȂそし̀こ͈変革こそ̦自己

͈将来的̈́課題͂捉え̀Ȃ今後͈プロ

ΐͿ·ト̀ͤ͢ͅ多く͈実績ͬ重͇Ȃ

広く水平展開ͬ実施し̀い̧̹いȃ

施工部門

高
たか

橋
はし

智
とも

浩
ひろ

生年月日　1977年 5月西宮市生まれ
最終学歴　 2002年京都大学大学院工

学研究科修了
業　　歴　2002年㈱竹中工務店入社
　　　　　大阪本店設備部所属
●担当した主なプロジェクト
2004年　高知医療センター
2005年　松下PDP第 3工場
2006年　京セラミタ新物流センター
2008年　朝日放送新社屋
2009年　E計画KESエネルギー棟  他
2010年　DSP三田研修所増築
 ケイ・オプティコム通信局舎（施工
中）

■青年技術者のことば

近年どばM͂いうキーワーΡ̦建設

活動̤ͅけͥ様々̈́場面́使わͦ

ͥ͢う̹̦̈́̽ͅȂ設備領域̤ͅ

い͉̀Ȃ機器仕様書・Ώステθ構

成図͂い̹̽設備設計図̦機能特

性上空間情報ͬ直接的ͅ表現̯ͦ

̀̈́い̹͛Ȃ設計段階͈́ずに設備

κΟル͈作成̦付加的̈́要素̈́ͅ

ͥこ̥͂ͣȂ効果的̈́どばM͈活用

͉̺͘発展途上͈段階͂言えͥȃ

し̥しどばM͈活用̽̀͢ͅずにκΟ

ル͈́整合性͈確認̦後工程̤ͅ

けͥ手戻ͤ作業ͬ低減̵̯Ȃ当該

プロΐͿ·ト͈設計者͞施工者͈

̴͙̈́ͣ発注者Ȃ建物管理者Ȃ΀

ンΡξーΎーȂ専門工事会社͞各

種ιー΃ー͂い̹̽多く͈ステー

·γルΘー͈͂間͈́Ȃわ̥ͤ͞

すい情報共有手段͂し̀非常ͅ有

効́あͥȃ

こͦ́͘設備技術者͈立場́̽͘

̹く手探͈ͤ状態̥ͣどばM͈社会

動向͞効果的̈́活用ͅ関すͥ知見

ͬ深͛Ȃ新築・ςΣνーͺルプロ

ΐͿ·ト̤ͅけͥ生産設計Ȃ施工

計画͒展開ͬ実践し̧̹̀ȃ

今後も設計̥ͣ施工͈͒Ώーθτ

ス̈́情報連携技術͈活用ͥ͢ͅ設

備生産性向上ͬ目指し̀Ȃ研鑽ͬ

積ͭ́い̧̹いȃ

■すいせん者

池田ȁ晴直

竹中工務店大阪本店設備部長

BIM活用による設備生産プロセス改革をめざして　－情報連携と可視化による生産性向上への挑戦－

基礎プラン

設備配管モデル 基礎躯体モデル

統合モデル
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地球温暖化͈問題ͅ対応す̹ͥ͛Ȃ

ぬなMȪ΀ネルΆー・なぶす・ηΣζθȫ

Γιント͈開発̦進͛ͣͦ̀いͥȃ

ぬなMΓιント͉Ȃ再生資源́あͥ高炉

スρΈͬ従来ͅ比べ多く用い̀製造

時͈なぶす排出量ͬ抜本的ͅ削減すͥこ

͇͂ͬͣい͂し̀いͥȃ構造体͂し

̀適用す̹͈ͥ͛最大͈課題͉Ȃͺ

ル΃ς低下ͥ͢ͅ中性化́あͥȃ

60％ ＣＯ２
低減

40％

従来
セメント

ＥＣＭ
セメント

高炉
スラグ
(CO2=0）

ﾎ ﾙ゚ ﾄﾗﾝﾄﾞ
ｾ ﾒﾝﾄ

(CO2発生）

ECMセメントの概要図

筆者͉Ȃ地盤改良体͉鉄筋ͬ用い̈́

い̹͛中性化̦問題͂̈́ͣ̈́い技術

的側面ͅ着目しȂ残̹̽課題ͬ解決

すͥこ͂́Ȃͤ͢早く環境負荷低減

技術͂し̀社会ͅ貢献すͥべくぬなMΓ

ιントͬ用い̹地盤改良体͈開発ͅ

取ͤ組̺ͭȃ適用対象͉ͅȂ液状化

抑止技術́あͥ格子状地盤改良ͬ選

定し̹ȃ

●開発における課題
実用化͈̹͈͛開発課題ͬ抽出し̹ȃ

ӱ高炉スρΈ͈水和反応ͬ活性化̯

̵ͥ初期強度発現性͈確保ȃ

ӲぬなMΓιントͬ用い̹地盤改良体͈

耐久性͈確認ȃ

ӳ実地盤͈́施工性̤͍͢品質͈確

認ȃ

●初期強度発現性の確保
ぬなMΓιント͈構成比͉Ȃεルトρン

ΡΓιントͬ低減しȂ高炉スρΈͬ

増加̵̯̀い̹ͥ͛初期強度発現性

̦低いȃ格子状地盤改良͈実施工ͅ

̤い͉̀Ȃ初期強度発̦低い͂後工

程͈͒影響̦生̲Ȃ̹͘過大́あͦ

͊ρΛプ部͈施工不良̦生̲ͥȃ従

来技術́あͥ高炉Γιントど種͂同等

程度͈初期強度͈確保̦必要́あ̽

̹ȃ初期強度ͬ確保す̹ͥ͛ͅ反応

促進剤͈選定̤͍͢適正添加量͈検

討ͬ室内試験̀ͅ人工地盤ͬ用い̀

実施し̹ȃ反応促進剤ͅ無水ΓΛコ

;ͬ用い̀ ぜ～じしが͈構成比ͅすͥ

こ͂́高炉Γιントど種͂同等͈初

期強度発現性ͬ確保すͥこ̧̦͂́

̹ȃ構成比͈妥当性ͬ検証す̹ͥ

͛Ȃ各地͈代表的̈́試料土ͬ用い̀

実施し̹室内試験́も同様͈結果ͬ

得ͥこ̧̦̹͂́ȃ̹͘ȂぬなMΓι

ント͉Ȃ六価·ロθ固定能力̦高い

͂いう新̹̈́知見̦得ͣͦȂ地盤改

良体ͅ適し̹Γιント́あͥこ̦͂

わ̥̹̽ȃ

●耐久性の確認
地盤改良体͈耐久性͈定量的評価方

法͉確立̯ͦ̀い̈́い̹͛Ȃずし年以

上͈使用実績͈あͥ高炉Γιントど種

ͬ用い̹地盤改良体͈͂比較ͤ͢ͅ

定性的ͅ耐久性ͬ評価し̹ȃ室内試

験̀ͅ実地盤ͬ模擬し̹養生環境ͅ

̀養生ͬ行いȂ改良体͈表面̥͈ͣ

強度̤͍͢pは͈変化量ͬ確認すͥこ

͂́高炉Γιントど種͂同等͈耐久性

ͬ確認し̹ȃ

粘性土の改良体 砂質土の改良体

6Ｌ容器 ※養生水中

供試体φ115×114㎜

※粘性土中

耐久性調査用供試体

●実地盤での施工性確認
現行͈地盤改良͈設計法͉Ȃ強度͈

̧͊ͣ̾Ȫ変動係数すぜ～ずしがȫͬ考慮

し̀いͥȃ現行͈設計法ͅ基̧̿配

合ͬ決定しȂ実地盤̤ͅい̀実際͈

施工機̤͍͢プρントͬ用い̀構築

し̹地盤改良体͈コͺͬ採取し̀品

質確認ͬ行̹̽ȃコͺ͈平均強度͉Ȃ

設定し̹ねりすふざ㎜すͬ満足しȂ変動係数

͉品質目標値͈すぜが以下ͬ確保し̤̀

ͤȂ現行͈設計法̦ぬなMΓιントͅも

適用可能́あͥこ͂ͬ確認し̹ȃ

●開発の成果と今後の展望
本開発́得̹ͣͦ成果ͬ示すȃ

ӱ無水ΓΛコ;͈最適構成比ͬ設定

し強度発現性ͬ確保し̹ȃ

Ӳ六価·ロθ固定能力̦高く地盤改

良ͅ適し̀いͥ知見ͬ得̹ȃ

ӳ現行設計法͈適用̦可能́あͥこ

͂ͬ確認し̹ȃ

開発し̹ぬなMΓιントͬ用い̹格子

状地盤改良ͬ す件͈プロΐͿ·トͅ

適用し̹ȃす件́要求品質ͬ確保しȂ

なぶす削減効果͉高炉Γιントど種ͅ対

しせせが以上͈削減ͬ実現̧̹́ȃ

今後Ȃ開発技術͈水平展開ͅ努͛ͥ

͂共ͅȂ山留Ȃ表層改良͈͒適用範

囲͈拡大ͬ図ͤȂ地盤改良ͅ用いͥ

全͈̀Γιント͈ぬなMΓιント͈͒置

換ͬ目指すȃ

適用プロジェクト：N工場（徳島）

適用プロジェクト：Dビル（大阪）

施工部門

宮
みや

本
もと

勇
ゆう

貴
き

生年月日　1982年4月広島県生まれ
最終学歴　2005年広島工業大学
　　　　　建設工学科卒業
業務経歴　2005年㈱竹中工務店入社
　　　　　2006年広島支店作業所
　　　　　2010年技術研究所建設技術
　　　　　研究部地盤基礎部門
　　　　　2012年広島支店生産統括部
　　　　　技術グループ
●担当した主なプロジェクト
2006年　 西岐波セントヒル病院増築

改修
　　　　スタンレー広島工場拡張一期
2007年　日本生命広島ビル新築
2008年　 イオン広島祇園ショッピング

センター新築
2009年　若草町再開発ホテル棟新築

■青年技術者のことば

本開発͈́取ͤ組͙͉Ȃ問題̥ͣ

課題ͬ抽出しȂ論理的ͅ仮説ͬ立

̀Ȃ事実͙ͬ̾͛Ȃ幾度͈失敗ͬ

し̦̈́ͣじ̴̾̾解決し̀いくプ

ロΓス̦あ̽̀Ȃ͉̲͛̀新̹̈́技

術ͬ生͙出̵ͥこ͂ͬ強く実感す

ͥも͈́あ̹̽ȃこ͈経験͉Ȃ̓

͈分野ͅあ̽̀もあͣͥ͠課題ͬ

真摯͈受け止͛ȂΙλτンΐ精神

͂粘ͤ強̯ͬ持̽̀課題解決ͅ取

ͤ組ͭ́いく̹͈͛基盤̹͂̈́̽ȃ

̹͘Ȃ本開発́多く͈技術者͈方

ͅ触ͦͥこ͂́Ȃ技術者͉Ȃ専門

分野͈技術ͬ身̾ͅけ̺ͥけ͉足

̴ͣȂ社会͞最先端͈生産部門͈

ΣーΒͬ強く意識すͥこ͂͞他分

野・他͈技術者͈多く͈知恵͞知

識ͬ引̧出し̀いくこ͂も必要̈́

能力́あͥこ͂ͬ改͛̀感̲̹ȃ

ȶ͢い建築ȷͬ̾く̹͉ͥ͛ͅȂ

施工者̺け͉́̈́くȂ建築主̥ͣ

職方́͘Ȃ携わͥすべ͈̀力͈結

集̦必要́あͥȃ今後͉Ȃ先頭ͅ

立̻Ȃ結集̯̹ͦ力͈ベ·トルͬ

太くȂ良い方向͒導けͥ技術者͂

̈́ͥべくȂ人ͬ動̥す人間力・

感性Ȫ心ȫȂ背骨͂̈́ͥ技術力

Ȫ技ȫȂ実行力Ȫ体ȫͬ磨い̀いく

所存́あͥȃ目指す͉Ȃȸ心・技・

体ȹͬ兼͇備え̹技術者́あͥȃ

■すいせん者

貞永ȁ誠

竹中工務店広島支店生産統括部

技術ΈループςーΘー

ECMセメントを用いた地盤改良体の開発とプロジェクトへの適用

初期強度（材齢 1週）
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原位置施工試験

２軸地盤改良機
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建築と社会■2012.926

　2011年 3月11日に発生した東北地方太平
洋沖地震及びその余震による東日本大震災で
は、天井脱落など内装関係被害により4名（報
道によっては5名）の死者が出た。これを鑑みて
日本構造技術者協会（JSCA）から「東日本大震
災からの教訓JSCAの提言」と題して、非構造部
材に関しても構造設計者が設計・助言・提案・診
断・開発などを行うことが提言された。規制側
も天井の耐震設計に関する法規制の準備を進
めている。耐震天井の現状と展望を報告する。

 東日本大震災による天井被害

　東北地方太平洋沖地震は複数の震源が連続
して滑ったので継続時間が長かったのが特徴
である。その結果震源から比較的はなれた関東
や東海でも多くの天井が落下した（写真1、2）。

写真 1　映画館の天井落下

写真 2　シネコンの天井落下

 天井被害が目立つようになった理由
　1981年新耐震設計法が施行され30年が経
過し、新築物件の構造体には耐震性能に優れ
た部材が採用され大きな地震動に対しても目
立った被害が生じないようになってきた。
　しかし天井などの内装材をはじめとする非
構造部材は新耐震設計法の適用対象外である
ため相変わらず定量的な耐震性能が要求され
ないまま建設されてきた。その結果、自由経済

競争の当然の帰結として、より安く、耐震性能
の面から見ると弱い部材・工法が採用された。
　そして、大きな地震に見舞われると構造体に
は目立った被害が生じないのに反し天井だけ
が落下するという現象が目立つようになった。

 法規関連

（1）建築基準法施行令
　非構造部材に対しては建築基準法施行令第
39条において、「屋根ふき材、内装材、外装材、
帳壁その他これらに類する建築物の部分及び
広告塔、装飾塔その他建築物の屋外に取り付
けるものは、風圧並びに地震その他の震動及
び衝撃によって脱落しないようにしなければ
ならない。」と記されているが、定性的な内容の
みなので設計者は定量的な対応ができない。
（2）天井被害に対する国土交通省の通知
　過去において、地震被害が発生する度に国
土交通省から通知が出ている。
　2001年の芸予地震の後：○クリアランス
の設置○振れ止めの設置○システム天井のT
バー等の落下防止。
　2003年の十勝沖地震の後：○段差部分の
施工方法○既設の天井についての点検。
　2005年の宮城県沖地震の後：○大規模空
間の天井の耐震点検の実施○耐震補強を施し
ていないものには、補強をする○建築確認
時、設計図書により国住指第2402号の通りに
適切な落下防止策がとられているかを確認○
中間検査、完了検査で設計図書通りの施工さ
れているかを確認。
　しかしこれらの通知はすべて定性的な内容
となっていて定量的な記述がないので、例えば、
　○クリアランスの設置
　→クリアランスをどれだけあけるのか?
　○振れ止めの設置
　→どのような部材・ピッチで設置するのか?
等、設計や現場では対応することができない。
（3）国土交通省基準整備促進補助事業
　国交省では平成23年度基準整備促進補助事
業の一環として「地震被害を踏まえた非構造部
材の基準の整備に資する検討」業務を建築性能
基準推進協会に委託した。そしてその成果を踏
まえ「天井脱落対策に係る技術基準原案（案）」
を作成し、JACCAを含む各種機関にヒアリン
グを行いコメントを求めている。最終的には耐
震天井に関する法規制がなされると思われる。

 耐震天井の研究開発

　従来、「天井」は「内装」に分類されているた
め構造力学・耐震工学に立脚した検討があま
りなされていなかったが、桐井製作所では
2005年より独自に実物天井部分モデルの静的
加力実験（写真3）をおこない、静的実験特

有の精密な力の流れと部材の挙動を把握し、
その知見から、定量的な耐震性能を持たせか
つ経済性も追求した独自の耐震天井工法を開
発した。開発された耐震天井は大型振動台実験
によりその耐震性能を確認している（写真4）。

写真 3　実物天井試験体の静的加力試験

写真 4　実物天井試験体の大型振動台実験

 日本耐震天井施工協同組合（JACCA）
　天井施工時には天井裏に相当する部位には
既に配管やダクト設備などが設置され、設計
図面通りには施工できず施工者の技量に依存
して現場合わせで部材を組み合わせて手作り
で施工される。従って設計者の耐震に対する
意図を損なわないように施工するためにはこ
れを十分理解しておく必要がある。この目的
のため2008年に日本耐震天井施工協同組合

（JACCA）が設立され耐震天井の実現・普及
に貢献している。

 耐震天井普及のために

　地震時の天井崩落に対しその原因として
「部品が弱い」とか「施工に問題がある」と
かの意見を述べる関係者を散見するが、これ
らはむしろ結果である。天井崩落の本質的な
原因は「設計図書に天井の耐震仕様が記述さ
れていない」ことである。設計図書で耐震仕
様が要求されていないと、見積り段階で耐震
のための予算が計上されない。予算がなけれ
ば耐震用部品が調達できず、耐震のための施
工費用も出ないので耐震的見地からは非常に
脆弱な天井が完成する。
　設計図書に天井の耐震仕様（設計震度と許
容変位）の記述があれば、天井材のメーカー
や施工業者の一部には実験結果や構造力学な
どの理論に立脚した合理的で且つ経済的な耐
震天井を提供する体制が整っている。

（こばやし　としお）

●小林俊夫 
1945年生まれ。1968年東京大学工学部卒。同年
鹿島建設武藤研究室入社。1986年同技術研究所。
2005年桐井製作所。工博。
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　大阪府では、住宅・建築関係団体と連携
し、府民が住まいやまちに対する関心と理解
を深め、自らに合った住まいを選択するとと
もに、住まい・まちづくりの担い手として主
体的に取り組めるよう、主に小・中学生を対
象とした「住まい・まちづくり教育プロジェ
クト」を実施している。

 プロジェクトの始まり

■必要性と目的
　耐震偽装やリフォーム詐欺等が社会問題と
なるなど、民間住宅市場における住まいの安
全・安心の確保が課題となっている。
　市場が健全に機能するためには、行政が規
制・誘導などを行うとともに、「住み手」で
ある府民が市場から自らに合った住まいを選
択する能力を持つことが必要とされる。
　府民がそのような能力をもち、主体的に安
全・安心で豊かな住まい・まちづくりに取り組
むためには、住宅取得者を対象とした住情報
の提供など一過性のものだけではなく、自ら
の住まいやまちに対する関心と理解を深める
ことが重要である。特に子どものうちからその
ような機会を得ることが効果的と考えられる。
　大阪府ではこのような理念のもと、平成14年
から出前講座のモデル実施の取組を始めた。
　しかし、マンパワーの面等において行政に
よる取組には限界があり、第一線で活躍する
建築の専門家の活用が実践的で有効であるこ
とから、平成17年度から3ヵ年にわたって㈳
大阪府建築士事務所協会に事業委託し、官民
協働の体制で進めてきた。また、平成18年度
に策定した大阪府住宅まちづくりマスタープ
ランにおいては、重点施策として位置づけた。
　その後、授業に適した教材の充実や多くの
講師の育成と確保等さらなる活動の発展を目
指し、住宅・建築関係団体が協働して取組を
進めるために、平成20年8月に「大阪府住ま

い・まちづくり教育普及協議会」を設立した。
　当初は、大阪府と、事務局の㈳大阪府建
築士事務所協会、㈳大阪府建築士会、（一財）
大阪住宅センター、（一財）大阪建築防災セ
ンターの5団体からスタートした。
　平成21年度には、㈳日本建築家協会近畿支
部大阪地域部会、㈳日本建築協会が加わり、
現在は7団体で活動している。

 主な活動と実績

■出前講座の実施
　協議会では、小・中学校等からの依頼に基
づき出前講座等を実施している。主なプログ
ラムは次の4点である。
①「ユメイエ」
　スライドなどで住まいやまちづくりなどに
ついて学んだあと、スチレンペーパーを使っ
て自由な発想で“夢の家”をつくる。

「まちとつながる小さな家」をテーマに作成

②防災
　災害にはどのようなものがあるか、それに
対して日頃から何ができるかなどを学ぶ。具
体的には、防災小冊子を使って学んだあと、
防災グッズを見たり体験したり、防災スリッ
パや防災マップづくりをする。
③建築とバリアフリー
　建築物におけるバリアフリーの工夫につい
ての講義や、車イスを使ったハンディキャッ
プ体験、子どもたちへの宿題「便利・不便探
検ノート」を使った授業を通して、建築とバ
リアフリーについて学ぶ。

車イスを使って段差等を体験

④キットハウス
　完成時には子どもが充分中に入れる大き
さの木材による骨組み模型（キットハウス）
を、大工さんさながらに組み立てることを通
じて、住宅がどんな仕組みでつくられている
のか、基本的な構造を体験的に学ぶ。

キットハウスの製作

■その他の取組み
○教職員への出前講座
　平成23年度には、中学校、府立高等学校等
の家庭科担当教諭への出前講座を実施するな
ど、子どもだけでなく、先生への住まい・ま
ちづくり教育の普及にも取組み始めた。
○サポーター登録制度
　平成21年度からは、より人材の確保を図る
ためサポーター登録制度を取り入れた。協議会
メンバー以外でも当協議会の活動に賛同する
建築士や建築を学ぶ学生がサポーターとして
登録し、出前講座等の場での協力体制を築いて
いる。現在、建築士等の一般のサポーターは15
名、学生サポーターは6名が登録されている。
■これまでの実績と新たな試み
　協議会が設立された平成20年度から23年度
までの間において、全部で19校、1736名の児
童・生徒に出前講座を実施した。
　人材及び資金面から出前講座の開催は年
5校程度であり、受講できる子どもの数には
限界がある。そのため、テキストワーキング

（部会）を設置し、有志のメンバーによるテキ
スト（リーフレット）作りに着手した。この
活用を通じて、より多くの子どもたちに住ま
い・まちづくりへの関心と、自ら考えるきっ
かけを持ってもらうことを目指している。

 おわりに

　住まい・まちづくり教育の試みは、主体性を
持って自分たちの住まいやまちを創造していく
認識を高めることにより、良好な住まいづくり
やまちづくりに貢献する次世代の育成を図るも
のであり、効果がすぐに表れるとはいえない。
　しかし、この試みが子どもたちの個人の知
識の取得にとどまらず、家庭や地域社会にも
広がりを持ち、家庭や地域全体で住まいやま
ちづくり意識の向上に寄与することが期待で
きる。
　人材確保や資金面での課題はあるが、次世
代に継承できる住まいとまちづくりの推進のた
め、府民自らが住まいやまちを選択できる能
力を向上することができる環境づくりとして、
住宅・建築関係団体等との連携による本協議
会の活動は今後ますます重要なものといえる。

（うえき　まりこ）
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■関西土地株式会社と大美野田園都市の開発
　明治30年代以降、日露戦争直後から郊外に

向けての住宅地開発が活発になり、大正期に

なると土地会社の数が急増した。関西土地株

式会社（以下、関西土地）はそのような社会

情勢のなかに誕生した。

　大美野田園都市の開発は、その関西土地が

社運を掛けた一大事業であった。社長は北浜

の株式仲買人、竹原商店の二代目竹原友三郎

で、香里園土地建物株式会社（大正 8 年12月

創立資本金300万円、社長國枝謹）の事業を継

承、同 9 年11月15日社名を帝国信託株式会社

と改め本格的に不動産事業を始め、二度にわ

たって土地会社を数社吸収合併した。

　同12年10月信託法改正に伴い社名を関西土

地株式会社と改称、大正15年頃は社長、役員、

技術者及び社員で18人程度、昭和 5 年 1 月に

は40人程度に増加した。竹原を支えた人物に

は関西土地の立役者であった建石辰治、建石

が退いた後補佐したのが川上佐一である。

　竹原が実行した土地会社の統合は一見無謀

にみえるが、経営地は大阪市電、国有鉄道、

各私鉄沿線など大阪市内、府下全域に広がり、

その住宅地開発手法は、吸収合併した土地会

社等を継続する場合、独自による場合、土地

区画整理事業に参画する場合、鉄道会社の委

託による場合などがあり、明確に採算を意図

したものであった。

　しかし、土地会社の買収に費用がかかった

こと、事業の推進に急ぎすぎたこと、戦時下

統制などによって滅資を繰り返し、戦後まも

なく関西土地は消滅した。

■大美野田園都市の開発と下村喜三郎の招聘
　竹原は、田園都市開発の実現に向けて東京

で活躍する下村喜三郎に白羽の矢を立てた。

　なぜ、下村を起用したかの詳細は不明であ

るが、田園調布を設計した矢部金太郎と同じ

大学の 4 年後輩であったこと、大阪出身で

あったことなどによるものと推察される。

　下村は、明治31年 2 月に大阪で生まれ、大

阪府立今宮中学校を経て大正 5 年 4 月東京高

等商船学校に入るが半年で退学、翌年東京美

術学校図案科第二部（建築科）に入学、同11

年 3 月24日同校を卒業後、早稲田大学理工学

部建築学科に聴講生として在籍するも 2 ケ月

で退学、同年東京米国建築合資会社に就職す

るがこれも 2 ケ月で退職する。

　その後、株式会社大林組東京支店に入社し、

岡田信一郎設計の東京歌舞伎座建築工事に携

わる。

　下村は、同12年 9 月 1 日東京神田で関東大

震災に遭遇、堺市高師浜に転居するが、ここ

でも火災に遭い、阪急沿線牧落百楽荘に移り

住む。この時、関西土地社長である竹原に、

建築技師として田園都市や郊外住宅地を設計

する目的で招聘され同社に入社する。 4 、 5

年を経て、社長の命により欧州各国の住宅地

を歴訪、国内では社員とともに同11年開発の

田園調布等を見学する。昭和 6 年頃、欧州の

20世紀初頭の住宅地を見聞してきた成果をも

とに、南海鉄道株式会社沿線北野田駅西側に

商店街を設け、中央広場に至る周辺第一期住

宅地 5 万坪を設計する。その内容は、中央広

場を中心に 8 本の放射道路を設け、それらを

同心円状に連絡するダイナミックな街区割り

が特徴である。

　第二期の設計は、関西土地の土木部が下村

の考えを取り入れて設計したのではと後に本

人が語っている。下村は住宅地経営が軌道に

①生け垣など緑豊かでゆとりある閑静な住宅地景観（現在）
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「建築と社会」第15輯第10号（昭和 7年10月号）、第19輯第 8号（昭和11年 8 月号）より

②『建築と社会』昭和11年 8月号より

③建設時の中央広場（絵はがき）

④建設中の経営地（津田組提供）

⑦住宅案内（絵はがき）

⑥ 「大美野田園都市案内書」
第一期売出

⑤大美野田園都市住宅博覧会場
　（『建築と社会』昭和 7 年10月号より）

⑧関西土地㈱の出品住宅 1（『建築と社会』昭和 7 年10月号より） ⑨関西土地㈱の出品住宅 2（『建築と社会』昭和 7 年10月号より）
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⑩第二期売出地々割図

⑪関西土地設計部（右端：下村喜三郎）

⑫上水道設備（絵はがき）

⑬当初の大美野会館・幼稚園（絵はがき）

⑭現存する博覧会時の住宅地

⑮住宅地から見る駅前の再開発

⑯噴水のある中央広場
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乗った頃、嘱託という立場を利用して下村建

築事務所を開設、主に個人住宅や長屋建て住

宅などを設計し、昭和63年8月沒するまで、電

鉄関係の会社で住宅地経営の仕事に従事した。

■住宅地建設の概要
　昭和 3 年関西土地は田園都市を開発する目

的で、大阪府南河内郡野田村と大草村（いず

れも現・堺市）にまたがる40万坪の農地を地

主から買収した。

　しかし、地元小作人の反対により 3 年間に

も及ぶ紛争後、小作調停法によって面積の約

半分を小作人に譲渡する。その結果大美野の

住宅地開発規模は、当初の公称40万坪から実

質16万坪となった。「大美野」の住宅地名は懸

賞募集により大草村と野田村を美しく結ぶと

いう意味である。

　同 6年 1月から大美野の宅地開発工事が始

められた。建設状況を知る手がかりとしては、

下村ら設計部が作成した同年発行「大美野田

園都市　案内書」の第一期売出地々割図と数

年後発行の「大美野田園都市　機上より見た

る大美野・田園都市の大観」の第二期売出

地々割図がある。前者によると「総面積40万

坪を抱擁する一大丘陵地」、南海鉄道株式会

社沿線北野田駅から商店街を通って中央広場

に至る周辺 5 万坪の開発とある。第一期の街

区は45で画地は306、敷地規模は100坪以上が

213、坪単価は約15円である。

　同 7 年関西土地は、住宅地の宣伝も兼ねて

日本建築協会の創立十五年記念事業に参画し、

住宅懸賞設計の実施と住宅博覧会（10月10日

～11月10日）の誘致を行った。博覧会は、日

本建築協会主催、南海鉄道株式会社、夕刊大

阪新聞社、関西土地株式会社が後援し、住宅

の出品者は、関西土地、日本建築協会に加え

て竹中工務店、鹿島組、大林組、清水組など

建築界の一流の業者であった。博覧会の概況

によると「広さ40万坪の大美野田園都市第一

期10万坪の理想的住宅群」と紹介され経営地

が増加したことを示し、後者の売出地々割図

ではさらに16万坪と拡大している。

■開発の内容
　「大美野田園都市　案内書」によれば、「荘

重広大なる近代ドイツ式の新道路網、車道と

緑地帯とペーブメントされた軽快な歩道、噴

水の広場、公園、遊園地、衛生的な暗渠式の

下水道、清澄豊富な上水道施設、高島屋出張

所、売店、小学校、公会堂････」と説明し、

続けて「住宅建築に対する当社の希望と制限」

と題して「恵まれた理想的な生活を享受する」

ことを掲げて下記の「四項目」の実行を勧め

ている。

一、 一切の製造工業其他一般公衆の迷惑とな

る建物を建築せざる事。

二、 建築物の建坪は御買受宅地の五割以下に

して一区画壱戸たる事、但商店地区其他

特別の場合を除く。

三、 宅地の道路側には道路境界線より二尺以

上後退して生垣、門灯を点火すること。

四、 土地御買受後各自に於いて御建築の場合

は予め設計図書を弊社に御提示願ひ承認

を得られ度き事。

　それらに加えて「尚提供土地の内特に弊社

が指定せる箇所の御買受の日より十ケ月以内

に住宅建築の条件付となっていますから『賣

出案内図』を御注意願ひます」と要望を出し

ている。関西土地は同13年住宅地に隣接する

大草村尋常小学校（現・登美丘西小学校）を

土地や新築費を寄付して住宅地内に移転、新

築費として2,300円を寄付した事を刻んだ記念

碑が今も小学校の敷地内に建つ。さらに、中

央広場とそれに面した土地と会館、幼稚園、

福徳稲荷神社、公園も寄付して住環境を整え

ている。

■住宅の特徴
　関西土地が「大美野田園都市住宅博覧会」

に出品した住宅 7 棟と、翌年関西土地が独自

に開催した「健康本位特選住宅展覧会」（同 8

年 4 月10日～ 5 月末）に出品した住宅24棟か

らその特徴を垣間見る。

　博覧会の出品住宅総数は16棟内 7 棟が関西

土地である。内訳は、平家 2 棟・二階建て 5

棟、和風 4 棟・洋風 3 棟、敷地坪数は90坪か

ら190坪まで、建ぺい率は平均25%でさまざま

な種類の住宅を揃えていた。当時和風がよく

売れているなか、関西土地は洋風を 3 棟出品

して実力を宣伝したようである。博覧会で売

れた住宅は 6 室以上を持つ住宅で、平均する

と5.36室であったと報じられていた。

　また、展覧会のために出品住宅24棟を紹

介する図録をつくり、見学者などに配布し

た。24棟の内訳は平家 9 棟、二階建て15棟す

べて和風、ほとんどが中廊下を中心とした無

難なプランである。敷地坪数は111から200坪

まで、建ぺい率は平均15%とゆとりをもたせ、

建物価格は平家で平均 4,420円、二階建ては

平均5,103円、土地価格は平家で平均2,135円、

二階建てで平均1,993円である。関西土地の関

係者によると、郊外居住希望者は中産階級以

上で家族も 5 人以上が殆どだとし、大美野で

は土地坪単価12～13円、住宅は坪100円前後

で 2 ～3,000円、土地建物共5,000円前後の住

宅がよく売れたと分析している。また、顧客

確保を意図して社長竹原は、茶道宗匠設計の

お茶人村建設を記念して同12年10月展覧会を

開催し、その茶室が当時の住宅地内に現存す

る。

■大美野田園都市の評価と現状
　下村がデザインした大美野田園都市は、

E. ハワードが提唱する「田園都市運動の理

念」を実現したものではないが、駅から噴水

までに距離をおいて商店街としていることは、

レッチワースやウェルウィンに共通する処理

である。大美野の経営地は実質16万坪であっ

たが、その自由奔放な街区計画は関西の郊外

住宅地開発に強烈なインパクトを与えた。住

宅販売に際しては、多数のパンフレットや関

西土地時報を発行してヨーロッパ20世紀初頭

の住宅地の発表、日本建築協会や住宅改良会

の機関誌や新聞紙上に住宅・住宅地を紹介す

るなど、啓発的な役割を演じたことは評価し

てよい。

　現在、南海高野線北野田駅西側駅前は、第

一種市街地再開発事業などにより、平成17年

から図書館などの公共施設や超高層共同住宅

が随時竣工、利便性は高まり往時の閑静な雰

囲気は失われつつある。

　しかし、駅から400mほど離れた噴水のある

中央広場周辺の住宅地は、ミニ開発などの細

分化もあまり見られず「四項目」の効果によ

るものか閑静な佇まいを保持している。平成

23年 6 月堺市がまとめた景観形成の理念・基

本方針では、大美野は「生け垣など緑豊かで

ゆとりある住宅地景観」「近代の市街化過程で

形成された景観」などとして評価されている。

その背景には、生け垣や景観などを守ろうと

する住民の意識の高さがある。これら生け垣

や環状放射街区などは、大阪が生み出した近

代化産業遺産として後世に残されることを期

待したい。

参考文献

1．和田康由ȁ寺内信ȶ下村喜三郎と郊外住宅地ȷ

ȸ日本建築学会計画系論文集ȁ第494号ȹ229-23『Ȃ

平成 9年 4月

2．和田康由ȁ寺内信ȶ戦前期に̤ける土地会社の

住宅地経営－関西土地株式会社の場合－ȷȸ日

本建築学会計画系論文集ȁ第49『号ȹ1「「-1」2Ȃ

平成 9年 9月

3．E・ハワード著Ȃ長素連訳ȸ明日の田園都市ȹ

鹿島出版会Ȃ昭和43年 『月

4．渡辺俊一ȸȶ都市計画ȷの誕生－国際比較̥ら

みた日本近代都市計画－ȹ平成「年 9月

「．堺市 建築都市局 都市計画部 都市景観室ȸ都

市景観計画ȹ平成22年 」月

（わだ　やすよし/大阪市立都島第二工業高等学校教諭）
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関西の建築界／群像　第37回

松原 眞由美 ─MATSUBARA　MAYUMI─

経歴
大阪生まれ
現在有限会社イン代表／株式会社中之島バンクス代表
1997年　インテリアコーディネート会社[IN CO.,LTD]設立
以来、主に商業施設、住宅などの家具、装飾、アートワークなど、
空間のコンセプトに基づいたトータルなコーディネートを手掛ける。
2011年より始動している大阪中之島にあるデザインミュージアム
de sign de > を運営する中之島バンクス代表をつとめる

主なプロジェクト
Japanese Restaurant ‘MURASAKI’/Expo Shanghai 2010
Caligula Restaurant Launge /Shinsaibashi,Osaka 2005
Sola wedding Venue /Kitano,Kobe 2005

de sign de > の活動事例
『野井成正展外から内へ内から外へ』
『KANSAI6』など多数

「de sign de > cafe」にて

デザインとアートが交錯する場所

　堂島川の水際に「中之島バンクス」は佇んでいる。水辺のボード

ウォークを散策しながら川面を眺めていると、穏やかな雰囲気につつま

れ、新しいことが起こりそうな期待感が溢れてくる。そんな想いを抱き

ながら、水辺に開かれたカフェにて、松原眞由美さんにお話を伺った。

　松原さんが代表を務める「バンクス」は、水際のにぎわい空間を創出

する大阪府の事業コンペが成り立ちである。事業内容は商業施設、飲食

店、ギャラリーを構成するものであった。しかし、リーマンショックの

煽りで、予定していた企業が出店を見送るなど、当初の運営内容の変更

を余儀なくされた。2011年 4 月に開設した中之島デザインミュージアム

「de sign de >（デザインデ）」は、「非常に後発的にできたもの」と語るよ

うに、若いアーティストからの「デザインの発表の場として完成してい

ない建物を使いたい」という言葉が契機となり生まれたものである。関

西において、サントリーミュージアムをはじめ多くのギャラリーが閉鎖

していく状況とあいまって、デザインとアートが交錯するような場の必

要性を感じ、「de sign de >」をスタートさせた。現在でも共同で活動する

メンバーや参加者とともに、創りながら進めている。

　松原さんは、デザイン事務所で経験を積み、その後空間におけるイン

テリアとアートのコーディネートを行う会社を立ち上げた経歴をもつ。

「どういう空間をつくるか」というコンセプトワークを重視し、クライ

アントやデザイナーとの共通認識のもとに高めあい、それに基づき現場

で空間としてまとめ上げ完成させる。現在に至るまでデザインやアート

を生み出せる現場に身を置き、常に作家と作品に対峙し続け、その時代

の息吹を空間の中で躍動させてきた。通常は美術館に収蔵されるような

アート作品を街の中にちりばめるように、デザインとアートが混在する

空間を創りあげることが、松原さんの仕事の特徴である。

　「場」としての大阪への想いやこだわりは強い。デザインやアートの

現場はボーダレスであり、感覚や思考はその場所というよりは時代性を

意識している。「場」としては、自らを育み、経験や知識を吸収し展開し

てきた、この大阪抜きには考えられない。「de sign de >」も中之島だか

らこそ実現できたことであり、デザインとアートの 2 つをキーワードに

した「場」をつくることが使命であると考えている。大阪には脈々と受

け継がれてきた文化、歴史がある。この場所に居ると土地の成り立ちを

実感できる。現在は社会的に期待感が薄れていると感じるが悲観するの

ではなく、外に視線を向けつつ、この地に根ざしながら、人や活動、街、

さまざまな現場を「デザインで」つなげていく。

　独立当時に運営していたギャラリーでは、複数のアーティストを組み

合わせたり、個展を開催しながら作品を店舗内で販売するなどの試みを

行っていた。ギャラリーが担う使命は、単に作家としての価値を定める

だけではなく、作品を多くの人と共有しあうことだと考えている。「de 

sign de >」では、経営的な仕組みづくりに苦慮しながらも、これからの

新しいデザインギャラリーのあり方を模索し続けている。デザインや建

築を媒体とし、情報や言葉、思考を可視化する展覧会の開催もその一つ

である。

　今後もデザインや建築に特化したものを柱として、サポートメンバー

と共同でのワークショップや講演会など、さらに教育の場づくりに力を

入れて活動を行っていくという。デザインやアートを通じての多彩で新

しい試みの数々は、水辺のにぎわいとともに、街の活性化を担っている。

この開かれた「場づくり」や「新しくできるつながり」に、無限の可能

性を感じることができた。
聞き手　　奥　貴人（安井建築設計事務所）
写真撮影　河合止揚
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《鮭》や《花
おいらん

魁》（いずれも重要文化財）を描
いた画家として知られている、明治時代を代
表する洋画家、高橋由一の全貌を紹介する展
覧会｡ 明治維新後に丁

ちょんまげ

髷を落とし「由一」を
名乗るところから、近代洋画の父と呼ばれる
高橋由一の活躍がはじまる。この時すでに
40歳を超していた。由一には留学経験はな
く、本場の西洋画を知らずに写実に挑み、生
み出された油絵だからこそ、黒田清輝以降
の日本洋画の流れとは一線を画す「和製油
画」として日本的な写実を感じさせる。本展
では、由一の代表作を網羅し、初期から晩年
までの作品を一堂に紹介するほか、イメー
ジソースとなった広重や司馬江漢らの作品、

「由一史料」と呼ばれる文書類もあわせて展
示し､ 洋画の普及に尽くした ｢近代洋画の開
拓者」高橋由一の魅力を探る。
期　間　9月7日（金）～10月21日（日）
　　　　 9：30～17：00（入場は16：30まで）
　　　　 休館日　月曜日（ 9 月17日、10月

8 日は開館、翌 9 月18日、10月 9
日は休館）

会　場　京都国立近代美術館
　　　　京都市左京区岡崎円勝町

TEL.075-761-4111
観覧料　一般1,300円、大学生900円
　　　　高校生500円、中学生以下無料

高橋由一《鮭》
重要文化財
1877年頃
東京藝術大学蔵

①近代洋画の開拓者　高橋由一

エドワード・バーン＝ジョーンズ（1833～
1898）は、19世紀末のイギリス唯美主義美
術を代表する画家であり、師ロセッティらが
結成したラファエル前派の系譜に連なる最後
の巨匠。その作品は、ゴシック教会のステン
ドグラスを思わせる繊細な装飾的画面のなか
にギリシャ神話や中世文学の主題を描き出
し、甘美な幻像に満ちた世界へと見る者を誘
う。この画家の世界的なコレクションを誇る
バーミンガム美術館をはじめ各国の美術館や
コレクターの協力を得て開催される本展は、
日本では初めての本格的なバーン＝ジョーン
ズ展となる。油彩画の代表作からタペストリ
や挿絵本にいたるまでの約80点で巨匠の全

貌に迫る。
期　間　9月1日（土）～10月14日（日）
　　　　10：00～18：00
　　　　金・土曜日は20：00まで 
　　　　（入場は閉館30分前まで）
　　　　 休館日　月曜日（ 9 月17日、10月

8 日は開館、翌 9 月18日、10月 9
日は休館）

会　場　兵庫県立美術館 3 階　企画展示室
　　　　神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
　　　　TEL.078-262-0901
観覧料　一般1,300円、大学生900円
　　　　高校生・65歳以上650円
　　　　中学生以下無料

②バーン＝ジョーンズ展　―英国19世紀末に咲いた華―

バーン＝ジョーンズ《眠り姫》―連作「いばら姫」1872－1874年頃
ダブリン市立ヒュー・レイン美術館（ダブリン） 
ⓒDublin City Gallery The Hugh Lane, Dublin
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③秋季特別展　土偶・コスモス
縄文時代は、約 1 万 5 千年前から 1 万年以
上もの長い期間続き、近年の目覚ましい発掘
成果によって、縄文人の豊かな暮らしぶりが
明らかになってきている。本展は、奇跡的に
完全な形で発見された「縄文のビーナス」と
呼ばれる国宝土偶や、日本最古級の相谷土偶
などの重要な土偶作品を網羅し、縄文文化の
謎に迫る。国宝 3 点、重要文化財21点を含
む展示総数約320点のうち、土偶作品は全国
約120カ所の遺跡から出土した約220点とな
り、関西で開催される過去最大規模の土偶展
となる。（会期中展示替えあり）
期　間　9月1日（土）～12月9日（日）
　　　　10：00～17：00（入館は16：00まで）
　　　　 休館日　月曜日（ 9 月17日、10月

8 日は開館、翌 9 月18日、10月 9
日は休館）

会　場　MIHO MUSEUM
　　　　滋賀県甲賀市信楽町田代桃谷300
　　　　TEL.0748-82-3411
観覧料　一般1,000円、高大生800円
　　　　小中生300円

国宝《縄文のビーナス》棚畑遺跡（長野県茅野市） 
縄文時代中期前葉（紀元前3300年頃）　茅野市蔵
尖石縄文考古館　展示10/12-12/9

④特別展　ウクライナの至宝
　－スキタイ黄金美術の煌めき－
日本から約8,000㎞西に離れた黒海北岸に位
置する国ウクライナ。昨年は独立20周年に当
たり、今年は日本との外交関係樹立20周年と
なるのを記念して、ウクライナ国立歴史博物
館およびウクライナ歴史宝物館が所蔵する国
宝級の資料を展示公開する。展示では、紀元
前 8 世紀頃に遊牧民戦士として恐れられたキ
ンメリオイや、そのキンメリオイを倒して紀
元前 7 ～ 3 世紀に黒海北岸に勢力をもった
スキタイ、スキタイと共存していたギリシャ
系都市国家、あるいはスキタイをこの地から
追い出したサルマタイ、さらにはその後の
数々の遊牧民族、黒海からバルト海までを領
域としたキエフ＝ルーシ、ロシア帝国時代の

ウクライナなど、時代・民族・文化ごとの特
徴的な資料約220点が一堂に並ぶ。
期　間　9月15日（土）～11月25日（日）
　　　　 9：30～17：00　金曜日は20：00まで
　　　　（入館は閉館30分前まで）
　　　　休館日　火曜日
会　場　大阪歴史博物館　 6 階　特別展示室
　　　　大阪市中央区大手前4-1-32
　　　　TEL.06-6946-5728
観覧料　特別展のみ　一般1,200円、
　　　　高大生800円

イルカ型フィブラ　紀元前 1～紀元後 1世紀（サ
ルマタイ）ウクライナ歴史宝物館所蔵
National Historical Museum of Ukraine/Museum 
of Historical Treasures of Ukraine

▶第5回サステナブル住宅賞
　作品募集
一般財団法人建築環境・省エネルギー機構
は、「第 5 回サステナブル住宅賞」を実施す
る。住宅の豊かさを維持しながら、建物の長
寿命化、省CO2、省エネルギー、省資源、資
源循環など環境負荷低減に配慮した、先導的
なサステナブル住宅を顕彰することにより、
それらに関する技術等の向上とその普及促進
を図り、サステナブル社会の構築と地球温暖
化対策に寄与することを目的とする。「戸建
住宅」で新築住宅を対象とする「新築部門」
と、増改築・改修工事を対象とする「改修部
門」に分けて募集する。
●対象
次の全てを満足する戸建て住宅
① 日本国内に存する、建築関係法令に適合す

るもの
② 募集締め切り日から遡り、概ね 2 年以内に

竣工又は増改築・改修等の工事が完了した
もの

③応募日現在、生活の用に供されているもの
●応募資格・条件
原則として建築主（施主）、設計者及び施工
者の 3 者の連名。先に実施した「第 4 回サ
ステナブル住宅賞」に応募された作品は応募
できない。
●受付期間
2012年 9 月10日～10月10日（当日消印有効）
●表彰
1 ） 国土交通大臣賞　新築部門・改修部門各

1 点
2 ） （独）住宅金融支援機構理事長賞　新築

部門 1 点
3 ） 一般財団法人建築環境・省エネルギー機

構理事長賞　新築部門・改修部門各 1 点
4 ） 優秀賞　新築部門・改修部門合計 6 点

以内
●審査委員
委員長鎌田元康氏（東京大学名誉教授）他10名
●入賞作品の発表・表彰
2013年 2 月に入賞作品の公表を行い、東京
で表彰式を行う。
●募集要項及び応募資料については、下記
ホームページを参照。
http://www.ibec.or.jp

▶平成24年度「大阪府被災宅地
　危険度判定士講習会」
地震・降雨等により宅地が大規模かつ広範囲
に被災した場合に、二次災害を未然に防止し
て住民の安全を確保するためには、被災宅地
の危険度を迅速かつ的確に判定する必要があ
る。そのため、大阪府では「大阪府被災宅地
危険度判定制度」を設けて判定を行う技術者
を養成・育成するための講習会を下記のとお
り開催する。受講された方は、大阪府知事よ
り「被災宅地危険度判定士」として登録され
る。（ただし、大阪府内に在勤又は在住され
ている方に限る）
日　　時　第 1 回　 9 月28日（金）
　　　　　第 2 回　11月30日（金）
　　　　　13：30～16：15（受付13：00開始）
会　　場　 大阪府立労働センター（エル・お

おさか）南館 5 階　南ホール
応募資格　 ｢資格要件詳細及び受講申込書の

記入要領｣ 記載の要件に該当の方
受 講 料　無料
申込期限　第 1 回　 9 月14日（金）
　　　　　第 2 回　11月16日（金）
申込方法　 申込書を下記HPよりダウンロー

ドし、必要事項を明記の上、一般
財団法人 大阪建築防災センター
へFAXで申込み。各回定員200名
に達し次第締切。

●申込先・講習会に関する問い合わせ先
一般財団法人 大阪建築防災センター

「被災宅地危険度判定士講習会」係
TEL.06-6942-0190　FAX.06-6943-6740
http://www.okbc.or.jp/
●判定士登録・更新に関する問い合わせ先
大阪府住宅まちづくり部建築指導室建築企画
課耐震グループ
TEL.06-6210-9716
http://www.pref.osaka.jp/kenshi_kikaku/
kikaku_bousai/takuchi_hantei.html

本欄掲載の①～④の美術館等の招待券ご希望の方
は、電話等で申し込み後、招待券送付用の切手（80
円）を日本建築協会事務局までお送りください。
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理事会

第 3回常任理事会

7 月26日（木） 16：00～17：30

出席者　香西会長ほか 8 名

議　事（ 1 ） 一般社団法人化に向けての

経過について

　　　（ 2 ） 第59回青年技術者表彰式に

ついて

　　　（ 3 ） 大阪府建築家協同組合の特

別顧問就任について

　　　（ 4 ）その他

編集委員会

第 4回編集委員会

7 月11日（水） 18：00～19：30

出席者　米井委員長ほか 5 名

議　事（ 1 ） 8 月号特集「巨大地震に備

える」

　　　（ 2 ） 9 月号特集「第59回青年技

術者」

　　　（ 3 ） 10月号特集「超高齢社会に

求められる住まい」について

　　　（ 4 ） 11月号特集「歴史的建造物

の保存活用」について

　　　（ 5 ） 12月号特集「身のまわりの

世界の「構造」を探る」に

ついて

第 2回計画系分科会

7 月 9 日（月） 19：30～21：15

出席者　守井幹事ほか 5 名

議　事　2013年 1 月号　特集企画について

第 4回構造分科会

7 月 6 日（金） 18：00～19：30

出席者　橋本幹事ほか 3 名

議　事（ 1 ）「構造の頁」について

　　　（ 2 ）12月号特集企画について

第 3回設備分科会

7 月 4 日（水） 18：00～20：00

出席者　赤澤幹事ほか 7 名

議　事（ 1 ）見学会の報告と企画

　　　（ 2 ）「設備の頁」の企画

　　　（ 3 ） 10月号依頼及び12月号以降

候補について

第 4回施工材料分科会

7 月 3 日（火） 17：00～17：45

出席者　高橋幹事ほか 2 名

議　事　11月号特集企画について

第 4回法令分科会

7 月10日（火） 15：00～17：00

出席者　平山幹事ほか 6 名

議　事（ 1 ）「法令コーナー」の企画

第 4回作品作風小委員会

7 月26日（木） 19：00～20：00

出席者　稲垣副委員長ほか 3 名

議　事（ 1 ）作品の選定

　　　（ 2 ） 作品の掲載状況並びに掲載

予定の報告

　　　（ 3 ）「gallery」掲載報告・予定

第 4回広告企画小委員会

7 月11日（水） 17：00～18：00

出席者　米井委員長ほか 2 名

議　事 　広告依頼先検討

事業委員会

第 3回情報見学小委員会

7 月12日（木） 18：00～19：00

出席者　瀬戸川委員長ほか 9 名

議　事（ 1 ）本年度事業について

　　　（ 2 ）その他　本年度の見学案

出版委員会

第 4回出版委員会

7 月19日（木） 16：30～18：00

出席者　井上委員長ほか 7 名

議　事（ 1 ） プロのノウハウと特装本の

経過報告

　　　（ 2 ）進行中のテーマについて

　　　（ 3 ）その他

10年委員会

第 4回10年委員会

7 月 5 日（木） 18：30～20：00

出席者　設楽委員長ほか 3 名

議　事　 大阪「ええとこ」そうせい（創

生）プロジェクト

　　　　「アイデアコンペ」について

特別委員会

第37回　群　像（インタビュー）

7 月12日（木） 15：30～17：00

出席者　 奥　貴人（インタビュアー）ほ

か 1 名

場　所　 中之島バンクス「de sign de > 

café」 

　　　　 ㈱中之島バンクス　代表取締役 

松原　眞由美　氏

見学会

「旧村山家住宅　両館（和館・洋館）」

7 月 7 日（土） 13：00～16：30

講　師　坂本勝比古　氏（神戸芸術工科

　　　　大学名誉教授）

委　員　夏井小委員長ほか 4 名

参加者　31名

「大阪駅北ヤード／うめきた・グランフロ

ントBブロック」

7 月19日（木） 13：00～15：30

設計・施工説明者　岡田　耕治　氏

　　　　　　　　　永野　　顕　氏

参加者　35名

出席者　設楽委員長ほか 4 名

日
本
建
築
協
会　

月
間
の
動
き
　
　

平
成
24
年
7
月
分

■副会長
　設楽　貞樹
　本多　友常
■編集担当理事
　浅野真一郎
　佐藤　榮一
　竹中　統一
　立成　良三
　松村　孝治
　三柴　利雄
　吉村　英祐
◎米井　　寛
■副委員長
　勝山　太郎
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
　高橋　和也
　田中　直人
　不動　剛志
　紅谷　昇平
　松田奈緒子
　三宅　次郎
△守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　荒木　宏之
　大西　広朗
　清原　健史
　静　　茂夫
　下坂　浩和
　野田　隆史
　福田　容明
　矢鳴　陽平
　米山　剛史
★インテリア・住宅
　川合　隆之
　小西　貴宏
　黒栁　　亮
　酒井　雅男
　谷垣　浩一
　塚口眞佐子
　ペリー史子
△間渕　一博
■構造分科会
　秋田　　智
　石田　大三
　岸本　光平
　小芝　淳一
　志摩　好宣
　瀧野　敦夫
　角田　耕一
△橋本　宗明
　松村　　健
　向井　洋一

編集委員会（平成24年度）
■設備分科会
△赤澤　正治
　岩城　憲治
　梶井　宏修
　北野　勝也
　欅田　輝生
　谷野　太志
　夏井　重行
　野崎　正二
　橋本　直樹
　福谷　　周
　桝井　貴廣
　宮崎ひろ志
　村上幸三郎
■施工材料分科会
　桜井　和男
△高橋　秀一
　中川　　恒
　中野　敬史
　藤丸　啓一
　渡邊　　聡
■作品作風小委員会
　居内　章夫
　池上　　明
○稲垣　和江
　井上　雅祐
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉橋　尉仁
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　鞆野　敦司
　豊田　充広
　鳥居　久人
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　増田　敬彦
　廻　はるよ
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　小山　　昭
　権代　　晃
　永平　達也
○前田　　衛
　山辻　直樹
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